
【母子保健課関係】





１．妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援について

（１）子育て世代包括支援センターの全国展開について

（ ）関連資料１参照

、 、子育て世代包括支援センターでは 地域のつながりの希薄化等により

妊産婦等の孤立感や負担感が高まっている中、妊娠期から子育て期まで

の支援を切れ目なく提供するために相談支援等を行うこととしている。

2018（平成30）年４月１日時点で761市区町村(1,436か所)に設置されて

おり、2020年度末までの全国展開を目指して整備を進めていくこととし

ている。

子育て世代包括支援センターの設置は、市町村の努力義務として母子

保健法上、位置づけられているところである（法律上の名称は「母子健

康包括支援センター 。」）

、 、 （ ）各市町村におかれては 開設準備経費の補助も活用し 2017 平成29

年８月に策定した子育て世代包括支援センターにおける業務についての

ガイドラインを参照の上、地域の実情に応じた積極的な取組をお願いし

たい。

各都道府県においても、管内市町村のセンター設置に向けた支援をお

願いしたい。

（２）産前・産後の支援について（関連資料２・３参照）

①妊娠・出産包括支援事業

妊娠・出産包括支援事業のうち 産前・産後サポート事業 及び 産、「 」 「

後ケア事業」については、2019（平成31）年度予算案において、各市町

村の実施予定等を踏まえ、事業実施箇所数の増に必要な予算を計上した

ところである。

地域のつながりの希薄化等により、妊産婦・母親の孤立感や負担感が

高まっている中で、地域において、安心して出産、子育てができるよう

環境整備が重要であり、特に、妊娠期や出産前後は、出産や子育てに不

安を感じやすい時期であることから、各自治体におかれては、2017（平

成29）年８月に策定した産前・産後サポート事業及び産後ケア事業につ

いてのガイドラインを参照の上、積極的な取組をお願いしたい。

②産婦健康診査事業（関連資料４参照）

産後うつ病等妊産婦のメンタルヘルスケアのための取組が重要である

ため、産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図る観点から、産後２

週間 産後１か月などの出産後間もない時期の産婦に対する健康診査 母、 （
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体の身体的機能の回復、授乳状況及び精神状態の把握等）を実施してい

る。

2019（平成31）年度予算案において、必要な件数の増を計上したとこ

ろである。

また、産婦健康診査事業の実施に当たっては、産後うつ等への早期対

、 、応を行うため 産後ケア事業を実施することを要件としていることから

産後ケア事業とともに積極的な取り組みをお願いしたい。

なお、当該産後ケア事業の実施については、別途事務連絡で示したと

おり、地方単独事業も含まれるので、ご承知おきいただきたい。

（３）不妊治療への助成等について

①不妊治療への助成（関連資料５参照）

不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、高額な医療費がかかる配偶

者間の体外受精及び顕微授精に要する費用の一部を助成している。

2019（平成31）年度予算案では、引き続き事業を安定的に実施するた

めの予算を確保するとともに、男性の不妊治療を伴う場合には、夫婦と

もに不妊治療が必要となり、治療費も更に高額になることから、男性の

不妊治療にかかる初回の助成額を最大15万円から30万円に増額するため

の予算を計上している。

都道府県等におかれては、引き続き不妊治療への助成の適切な実施と

ともに、男性不妊治療も含め、不妊治療に関する正確な情報の提供や普

及啓発を併せてお願いしたい。

②不妊専門相談センター（関連資料６参照）

不妊専門相談センターについては、2019年度までに全都道府県・指定

都市・中核市に配置して相談機能を強化することとしている。

このため、2019（平成31）年度予算案において、当該目標の達成に向

けて必要な箇所数の増を計上し、2018（平成30）年12月27日付で事務連

絡「不妊専門相談センター事業の推進について」を発出したところであ

る。

センター未設置の指定都市・中核市におかれては、設置に向けた積極

的な検討をお願いしたい。なお、指定都市や中核市が単独で実施するこ

とが難しい場合、都道府県と市による共同実施や複数の市による共同実

施により、開設時間の延長や開設日数の拡充を行うなど、協力・連携し

て実施する方法なども含め、設置に向けた検討をお願いしたい。

また、既に設置している都道府県等におかれては、相談窓口の利便性

の向上や相談機能の強化について、積極的な取組をお願いしたい。
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（４）女性健康支援センター事業について（関連資料７・８参照）

女性健康支援センターでは、思春期から更年期にいたる女性を対象と

し、各ライフステージに応じた相談等を行っているところであるが、予

期せぬ妊娠などについての相談体制の充実が求められている。

2019（平成31）年度予算案において、女性健康支援センターにおける

妊娠相談において、特定妊婦と疑われる者を把握した場合に、その状況

を確認し、医療機関等関係機関に確実につなぐための費用を計上してい

る。

センター未設置の指定都市・中核市におかれては、設置に向けた積極

的な検討をお願いしたい。

また、既に設置している都道府県等におかれては、相談窓口の利便性

の向上や相談機能の強化について、積極的な取組をお願いしたい。

なお、相談窓口の周知や相談指導にあたっては、若年世代がアクセス

しやすいツールとしてインターネットやSNSを通じた情報発信等も有効

であり、積極的な取組をお願いしたい。

（５）新生児聴覚検査の体制整備事業（関連資料９参照）

聴覚障害は早期に発見され適切な支援が行われた場合は、聴覚障害に

よる音声言語発達等への影響が最小限に抑えられることから、その早期

発見・早期療育が図られるよう、全ての新生児を対象として新生児聴覚

検査を実施することが重要である。

、 （ ） 、しかしながら 2017 平成29 年度の母子保健課による調査結果では

検査の受診者数を把握し、集計している市区町村における検査の受診率

は81.8％となっており、また、全市区町村に占める公費負担を実施して

いる市区町村は22.6％となっており、その取組は十分とはいえない結果

となっている。

このため、各市町村におかれては、検査の実施、公費による負担への

取組をお願いするとともに、各都道府県におかれては、関係者からなる

協議会を設置するなど新生児聴覚検査体制整備事業を活用し、管内市区

町村における新生児聴覚検査の実施体制の整備に積極的に取り組まれる

ようお願いしたい。

（６）母子保健施策を通じた児童虐待防止対策の推進について

（関連資料10参照）

児童虐待については、児童相談所への児童虐待相談対応件数が年々増

加の一途をたどっており、重篤な児童虐待事件も後を絶たないなど依然

－593－



として深刻な社会問題となっている。

こうした中、2018（平成30）年３月に東京都目黒区で発生した児童虐

待事案を受けて、同年７月20日に 「児童虐待防止対策の強化に向けた、

緊急総合対策 （2018（平成30）年７月20日児童虐待防止対策に関する」

関係閣僚会議決定。以下「緊急総合対策」という ）が取りまとめられ。

たところである。

上記緊急総合対策を受け、改めて、母子保健分野における児童虐待の

発生予防・早期発見のための取組みについて以下通知のとおり整理を行

ったところであり、本通知における趣旨及び留意事項等を十分にご理解

のうえ、各取組みを一層推進していただきたい。

・ 母子保健施策を通じた児童虐待防止対策の推進について （2018（平「 」

成30）年７月20日厚生労働省子ども家庭局母子保健課長通知）

２．成育基本法（略称）について（関連資料11参照）

「成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要な成育医

療等を切れ目なく提供するための施策の総合的な推進に関する法律 平」（

成30年法律第104号）については、第197回国会にて成立し、2018（平成

30）年12月14日に公布されたところである。

本法律は、公布の日から起算して一年を超えない範囲内において政令

で定める日から施行することとされている。

また、厚生労働大臣が成育医療等基本方針の案を作成し、閣議の決定

、 、を求めなければならないこと 厚生労働省に成育医療等協議会を設置し

成育医療等基本方針の案を作成するときはその意見を聴くこと等が規定

されている。

各都道府県におかれては、管内市町村への周知をお願いする。

３．旧優生保護法について（関連資料12～15参照）

昭和23年に成立した旧優生保護法は、遺伝性疾患を理由とした強制的

な不妊手術である優生手術の実施等について定めていた。この法律は、

平成８年に母体保護法に改正され、優生手術に関する規定は削除された

が、旧優生保護法下で行われた不妊手術については、2018（平成30）年

３月以降、与党ワーキングチーム及び超党派の議員連盟において議論が

行われ、同年12月10日に「旧優生保護法に基づく優生手術を受けた者に
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対する一時金の支給等に関する立法措置について（基本方針案 」が了）

承された。

基本方針においては、

・一時金の請求に当たり都道府県を経由して行うことができること

・国及び地方公共団体は制度の周知を適切に行うとともに、一時金の請

求に関し利便を図るための相談支援の業務その他の必要な措置を適切

に講ずること

などが盛り込まれ、一時金の支給に関連して都道府県等にも一定の事務

を担っていただくこととされている。

今後は、この基本方針に基づき今国会への法案提出を目指すこととさ

れており、引き続き情報提供をさせていただくので、各都道府県におか

れてもご承知おきいただきたい。

４ 「健やか親子２１（第２次 」の推進について． ）

（１ 「健やか親子２１（第２次 」について（関連資料16～18参照）） ）

「健やか親子２１」は、21世紀の母子保健の取組の方向性と目標を示

し、関係機関・団体が一体となって推進する国民運動として、平成13年

から取組を開始し、平成27年度（2015年度）からは、2024年度までを運

動期間とする「健やか親子２１（第２次 」を開始している。）

「すべての子どもが健やかに育つ社会」の実現に向け、３つの基盤課

題と２つの重点課題を設定している。課題の達成に向け、80以上の関係

団体で構成される「健やか親子２１推進協議会」においても取組を推進

している。

「健やか親子２１（第２次 」推進にあたり、各自治体においては、）

これまでの母子保健事業等で把握した情報等を踏まえ、ＰＤＣＡサイク

ルに基づいて各施策を展開していただきたい。評価にあたっては、乳幼

児健診情報システムを活用いただき、収集した情報を利活用していただ

きたい。都道府県においては、管内の状況把握を行うとともに、地域格

差が認められる場合においては、積極的に対策を講じていただきたい。

「健やか親子２１（第２次 」の公式ウェブサイトに母子保健に関す）

る取組を登録いただくシステムがあるので、積極的に登録いただくとと

もに、登録された好事例を母子保健事業実施に当たって活用していただ

きたい。

【参考】

「健やか親子２１（第２次 」ウェブサイト http://sukoyaka21.jp/）
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また、健やか親子２１に関する普及啓発を行う際には、シンボルマー

クである「すこりん」を活用していただきたい。

（２ 「健やか親子２１（第２次 」中間評価について） ）
「健やか親子２１（第２次 」については、2019（平成31）年度にお）

いて、これまでの取組状況についての中間評価を実施し、必要に応じて

指標の追加等の見直しを行う予定である。

中間評価では、2018（平成30）年度母子保健事業の実施状況等のデー

タを用いるため、毎年ご協力いただいている調査のうち 「健やか親子、

２１（第２次 」の指標として把握する調査に関して例年よりも早い時）

期に依頼し提出いただく予定としている。

母子保健事業の実施状況調査のうち 「健やか親子２１（第２次 」、 ）

の指標としている調査の集計・報告についてご協力をお願いしたい。

また、必須問診項目の15指標に加えて、４指標についても集計報告を

いただきたい。

なお、提出時期については別途お知らせする予定である。

（３ 「健やか親子２１」全国大会について（関連資料19参照））

毎年健やか親子２１全国大会を開催し、全国から母子保健事業及び家

族計画関係者の多数の参画を求め 「健やか親子２１」の推進を図ると、

ともに、事業推進に功績のあった個人及び団体を表彰し、我が国の母子

保健事業及び家族計画事業の一層の推進を図っている。

平成30年度（2018年度）は、三重県で開催された。2019（平成31）年

度は、2019年11月７日（木）～８日（金）に、千葉県において開催され

る予定である。

各自治体におかれては、母子保健関係者に全国大会への積極的な参加

を働き掛けていただきたい。

（４ 「健康寿命をのばそう！アワード（母子保健分野 」について） ）

（関連資料20参照）

「健康寿命をのばそう！アワード」は、2012（平成24）年度より、あ

らゆる世代のすこやかな暮らしを支える良好な社会環境の構築を推進す

ることを目的として、生活習慣病の予防、地域包括ケアシステムの構築

に向けた介護予防・高齢者生活支援に関する優れた取組を表彰する制度

である。平成27年度からは、母子の健康増進を目的とする優れた取組を

行う企業・団体・自治体の表彰も行っている。

2018（平成30）年度は、自治体部門では、厚生労働省大臣最優秀賞を
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静岡県、厚生労働大臣優秀賞を東郷町（愛知県 、厚生労働省子ども家）

庭局長優良賞を開成町（神奈川県 、福岡市（福岡県）が受賞した。受）

、 、「 （ ）」賞した取組については 紹介冊子を作成し 健やか親子２１ 第２次

の公式ウェブサイトでも紹介している。

各自治体におかれては、上記の公式ウェブサイトで紹介されている優

れた取組を参考に、母子の健康増進に関する積極的な取組を企業・団体

・自治体に働き掛けていただきたい。

2019（平成31）年度以降も募集を予定しており、優れた取組について

積極的な応募をお願いする。

（５）マタニティマークについて（関連資料21参照）

「健やか親子２１」の取組の一環として、妊娠・出産に関する安全性

、 、と快適性の確保を目指し 妊産婦に対する社会の理解と配慮を促すため

各市町村において、母子健康手帳と併せてマタニティマークの配布や、

マタニティマークの趣旨の普及啓発をお願いしているところであり、地

方財政上の措置は平成19年度から引き続き行っている。

各自治体におかれては、今後も更なるマタニティマークの周知、普及

に向けた積極的な取組の推進をお願いする。

５．母子健康手帳の交付について

母子健康手帳は、健康と成長の記録であり、また、この記録を参考と

して保健指導や健康診査が行われるなど、母子保健対策を進めていく上

で重要な意義を持つものであることから、2012（平成24）年度に配布し

た「母子健康手帳の交付・活用の手引き」も参考にその効果的な活用に

ついて、特段の配慮をお願いする。

2019（平成31）年４月１日以降に交付する母子健康手帳の母子保健法

施行規則（昭和40年厚生省令第55号）様式第３号以外の任意記載事項様

式（53頁以降）は 「母子健康手帳の任意記載事項様式について （2018、 」

（平成30）年12月25日付子母発1225第１号厚生労働省子ども家庭局母子

保健課長通知）のとおりであり、母子健康手帳作成の際に、参考にして

作成していただきたい。

また、母子健康手帳における便色カードの作成にあたっては 「母子健、

康手帳における便色カードの作成等の要領について （2011（平成23）」

年12月28日厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長通知）により

作成していただくようお願いしたい。
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、 、 、 、なお 母子保健法に基づき 市町村は 妊娠の届出をした者に対して

母子健康手帳を交付しなければならないとされていることから、在留外

国人に対する母子健康手帳の交付についても、届出に基づき適切に実施

していただきたい。

さらに、点字版母子健康手帳の印刷にかかる経費についても、地方交

付税措置が講じられているところであり、視覚に障害のある妊産婦を把

握した際は、点字版母子健康手帳についてお知らせし、本人の希望を踏

まえながら、一般の母子健康手帳にあわせて、点字版母子健康手帳を配

布していただくようお願いしたい。

※母子健康手帳の交付・活用の手引き

http://www.niph.go.jp/soshiki/07shougai/hatsuiku/index.files/

koufu.pdf

※母子健康手帳における便色カードの作成等の要領について

https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=00tb7959&dataType=1&p

ageNo=1

６．妊婦健康診査について

（１）妊婦健康診査の公費負担の状況調査について

（関連資料22～25参照）

妊婦が必要な回数（14回程度）の妊婦健康診査を受けられるよう、201

（ ） 、 。 、 （）3 平成25 年度以降 地方財政措置が講じられている また 2015

平成27）年４月より、妊婦健康診査を子ども・子育て支援法に基づく地

域子ども・子育て支援事業に位置付け 「妊婦に対する健康診査につい、

」（ （ ） ）ての望ましい基準 2015 平成27 年３月31日厚生労働省告示第226号

において、その実施時期、回数及び内容等を定めているところである。

2016（平成28）年４月１日現在における妊婦健康診査の公費負担につ

いては、全ての市区町村で14回以上実施され、公費負担額は全国平均で

102,097円であったが、各市区町村間で公費負担の対象となる検査項目

等の状況に差がみられた。

市区町村におかれては、公費負担の更なる充実を図り、上記基準にお

いて示す検査項目が受けられるよう、引き続き積極的な取組をお願いす

る。
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（２）妊婦健康診査の受診及び早期の妊娠届出の勧奨について

妊娠中は母体や胎児の健康の確保を図る上で定期的に健診を受診し、

普段以上に健康に気をつけることが必要であることから、妊婦健康診査

の受診を勧奨するため、厚生労働省において、健診の重要性の理解を促

進するためのリーフレットデザインを作成し、ホームページに掲載して

いる。

各市区町村におかれては、広報誌・ホームページへの掲載、リーフレ

ットの作成、各種窓口での配布等の普及啓発により、妊婦健康診査の受

診勧奨に努めていただきたい。

また、妊娠の届出についても、関係機関と連携を図りながら、早期に

届出が行われるよう妊婦等に対し積極的な普及啓発に取り組むととも

に、適切な母子保健サービスの提供を図っていただきたい。

さらに、届出が遅れた者については、届出が遅れた事由及び妊産婦等

の状況の把握や、必要に応じて保健指導を行う等、適切な支援をお願い

する。

引き続き、妊娠や出産に伴う心身の不調に関する知識や相談先につい

ての周知を図るようお願いする。

※すこやかな妊娠と出産のために

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/boshi-hoken10/index.html

※“妊婦健診”を受けましょう

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/boshi-hoken13/index.html

７．乳幼児健康診査について

（１）乳幼児健康診査の実施について

乳幼児に対する健康診査については、母子保健法及び「乳幼児に対す

る健康診査の実施について （1998（平成10）年４月８日児発第285号厚」

生省児童家庭局長通知 等に基づき行われてきたところである 2015 平） 。 （

） 「 （ ）」 、成27 年度より 健やか親子２１ 第２次 が開始したこと等に伴い

2015（平成27）年９月に通知の一部を改正し、問診項目の拡充等が図ら

れたところである。

また、2017（平成29）年度子ども・子育て支援推進調査研究事業にお

いて、乳幼児健康診査事業実践ガイド及び乳幼児健康診査身体診察マニ

ュアル（健診従事者向け）を作成したところである。

各市町村におかれては、上記ガイド及びマニュアルを活用して、引き
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続き、乳幼児健康診査の円滑な実施に努めていただきたい。

※乳幼児健康診査事業実践ガイド

http://www.ncchd.go.jp/center/activity/kokoro_jigyo/guide.pdf

※乳幼児健康診査身体診察マニュアル

http://www.ncchd.go.jp/center/activity/kokoro_jigyo/manual.pdf

（２）乳幼児健康診査の未受診者の受診勧奨について

乳幼児健診については、母子保健法に基づき実施していただいている

ところであるが １歳６か月児健診では3.6％ ３歳児健診では4.9％ 平、 、 （

成28年度地域保健・健康増進事業報告）の未受診者がいる。

乳幼児健診を子どもに受けさせていない家庭は、受けさせている家庭

よりも虐待リスクが高いことが指摘されていることから、未受診家庭の

把握を通じて、虐待予防のための支援につなげることが重要である。

各市町村におかれては、家庭訪問等により引き続き乳幼児健診未受診

者の受診勧奨等に努めていただきたい。

また、乳幼児健診未受診家庭を把握した際には、児童福祉担当部署等

、 。に情報提供を行い 連携して子どもの安全確認を徹底していただきたい

（３）乳幼児健康診査における発達障害の早期発見及び情報の引継ぎ

について

乳幼児健康診査における発達障害の早期発見については、発達障害者

支援法（2004（平成16）年法律第167号）第５条において、市町村は、乳

幼児健康診査を行うに当たり、発達障害の早期発見に十分留意しなけれ

ばならない旨定められている。

また、2017（平成29）年１月の総務省勧告を受けて、市町村での乳幼

児健康診査における発達障害の早期発見の取り組み事例について、2018

（平成30）年６月に情報提供したところであり、さらに、効果的と考え

られる事例の分析を現在進めているところである。

各自治体におかれては、乳幼児健康診査において、発達障害の早期発見

が効果的に行われるよう、市町村の取り組み事例を参考に、積極的な取

り組みをお願いするとともに、発達障害児に対する一貫した切れ目のな

い支援を推進する観点から、乳幼児健診の結果等の進学先への積極的な

引継ぎについて検討をお願いする。

各都道府県におかれては、乳幼児健康診査において、発達障害の早期

発見が効果的に行われるよう、市町村の取り組み事例を参考に、管内市
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町村に積極的な取り組みを促していただきたい。また、母子保健指導者

養成研修や国立精神・神経医療研究センターにおいて実施されている発

達障害者支援のための研修について、管内の市町村に適宜周知するとと

もに、積極的な参加を促していただきたい。

※発達障害者支援に関する行政評価・監視（総務省）

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/110614.html

※国立精神・神経医療研究センター

http://www.ncnp.go.jp/nimh/kenshu/index.html

８．子どもの心の診療ネットワーク事業について

様々な子どもの心の問題、被虐待児の心のケアや発達障害に対応できる

よう地域における拠点病院を中核とし、各医療機関や保健福祉関係機関等

と連携した支援体制の構築を図るとともに災害時の子どもの心の支援体制

の構築を図ることを目的としており、2017（平成29）年度から、事業の実

施主体に指定都市を追加している。

各都道府県及び指定都市におかれては、様々な子どもの心の問題、被虐

待児や被災した子どもの心のケアや発達障害に対応できるよう子どもの心

の診療体制構築に努めるよう積極的な取組をお願いする。

９．未熟児養育医療費等について

母子保健法第20条第１項に基づく未熟児に対する養育医療の給付、児

童福祉法第20条第１項に基づく結核にかかった児童に対する療育の給付

（以下 「未熟児養育医療費等」という ）を行った場合の費用徴収に、 。

関する事務については、2017（平成29）年地方分権改革に関する提案の

中で、費用徴収に必要な地方税情報の情報連携による入手を可能とする

趣旨の提案があったことを踏まえ、これまで未熟児養育医療費等に係る

徴収金基準額表において、所得税額に応じて徴収金額を認定していたも

のを、地方税額に応じて認定する改正を予定しているところ。

適用時期については、地方税関係情報の連携開始予定等を踏まえ、20

19年７月を予定しており、改正後の徴収基準額表等については、追って

連絡する。

なお、徴収基準額については、できる限り改正による影響が及ばない
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（本人等の負担に不利益が生じない）ように対応することとしている。

ついては、上記についてご承知おきいただくとともに、各都道府県に

おかれては、管内市区町村への周知をお願いする。

10 「授乳・離乳の支援ガイド」の改定について．

「授乳・離乳の支援ガイド」の改定について（関連資料25参照）

妊産婦及び乳幼児の栄養指導については、これまでより「妊産婦のた

（ （ ） ） 「 」めの食生活指針 2006 平成18 年２月 や 授乳・離乳の支援ガイド

（2007（平成19）年３月）の各報告書・リーフレットを厚生労働省ホー

ムページに掲載し、乳幼児健康診査等の栄養指導において活用をお願い

しているところである。

この「授乳・離乳の支援ガイド」については、妊産婦や子どもに関わ

る保健医療従事者が基本的事項を共有化し、支援を進めていくことがで

きるよう、保健医療従事者向けに2007（平成19）年３月に作成され、自

治体や医療機関等で活用されてきた。

今般、本ガイドの策定から約10年が経過したことから、学識経験者等

で構成された『 授乳・離乳の支援ガイド」改定に関する研究会』を開「

、 、 、催し 最新の知見や 授乳・離乳を取り巻く社会環境等の変化を踏まえ

本ガイドの内容を検証し、改定することとしている。

各自治体におかれては、上記のガイドが改定された際には、乳幼児健

康診査等の機会において積極的な活用をお願いする。

11．食育の推進について

2016（平成28）年度から2020年度を計画期間とする「第３次食育推進

基本計画 （2016（平成28）年３月18日食育推進会議決定）に基づき、」

母子保健及び児童福祉分野における更なる食育の推進に取り組んでいる

ところである。特に、第３次計画では、個人や家庭環境の違い、多様性

を認識した栄養指導等の「多様な暮らしに対応した食育」や妊産婦や乳

幼児の保護者等の「若い世代を中心とした食育」の推進を、新たに重点

課題として掲げているところである。

「健やか親子２１（第２次 」の推進においても、多様性を認識した）

栄養指導を含む母子保健サービスを展開することは、重要であることか
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、 、 。ら 妊産婦や乳幼児の保護者に対し 積極的な食育の推進をお願いする

各自治体におかれては、上記の重点課題にも留意の上、食育の推進に

関して、取組をお願いする。

12．母子保健情報の利活用の推進について

（関連資料26～28参照）

厚生労働省「データヘルス改革推進本部」事務局に設置された「乳幼

児期・学童期の健康情報」プロジェクトチームにおいて、子ども時代に

受ける健診、予防接種等の個人の健康情報を電子的に記録し一元的に確

認し、引っ越しや子どもの成長にあわせて記録を転居先や進学先に引き

継げるようにするサービスを目指すこととしている。

2020年６月からマイナンバー制度を活用し乳幼児健診及び妊婦健診情

報をマイナポータルでの閲覧や市町村間での情報連携ができるよう法改

正等をする予定であり、2019（平成31）年度予算案において、市町村の

システム改修に必要な予算を計上しているところである。

各自治体においては、データ標準レイアウト（2019（平成31）年６月

頃策定予定）に基づき、マイナンバー制度における中間サーバーへ副本

登録にかかる準備を進めていただきたい。

13．子育てワンストップサービス（母子保健関係）の導入に

ついて

マイナポータルを活用した全国共通のサービス検索・電子申請等の仕

組みである、子育てワンストップサービスが2017（平成29）年11月から

本格運用となった。

母子保健関係においては、妊娠の届出及び母子健康手帳の交付の事務

について、来庁によることを原則としつつも、妊娠や子育て家庭の利便

性の向上を図り、より効果的な面談につなげる観点から、事前アンケー

トの回答と妊娠の届出について、マイナポータルのサービス検索・電子

申請機能を活用したオンライン申請を行うことが可能となった。また、

、 、マイナポータルのお知らせ機能を活用することにより 妊娠の届出の後

妊婦健診の受診勧奨や、面談のためのより効率的な来庁の予約のための

お知らせ、妊婦等を対象とした各種案内、子どもの月齢・年齢に応じた

健診のお知らせ等をプッシュ形式で通知することが可能となった。
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各市区町村におかれては、子育てワンストップサービスの活用を御検

討いただきたい。

なお、子育て世代包括支援センターにおける効果的な支援を実施する

ためには、妊娠の届出及び母子健康手帳の交付の機会に、保健師等の専

門職による面談を実施することにより、妊婦及び子育て家庭の実情を効

果的に把握することが重要であるので、留意願いたい。

14．出生前遺伝学的検査について（関連資料29参照）

NIPT検査（無侵襲的出生前遺伝学的検査(Noninvasive prenatal

genetic testing)）については 「 母体血を用いた新しい出生前遺伝、『

学的検査』の指針等について（周知依頼 （2013（平成25）年３月13日）」

雇児母発0313第１号母子保健課長通知）により、以下のとおり当省の見

解を示すとともに、管内市町村等に対する周知を依頼している。

①一般的に医学的検査は、必要な患者に対し、診察から検査、診断、治

療に至るまでの医師が行う診療行為の一環としてなされるべきもので

あること

②特に、新出生前遺伝学的検査については、その高度な専門性と結果か

ら導き出される社会的影響を考慮すると、検査前後における専門家に

よる十分な遺伝カウンセリングにより、検査を受ける妊婦やその家族

等に検査の意義や限界などについて正確に理解していただくことが必

要であること

③検査対象者については、新出生前遺伝学的検査の特性を踏まえ、超音

波検査等で胎児が染色体数異常を有する可能性が示唆された者や染色

体数的異常を有する児を妊娠した既往のある者、高齢妊娠の者等、一

定の要件を定めることが必要であること

④そのためには、学会関係者に限らず、検査に関わる全ての学術団体、

医学研究機関、医療機関、臨床検査会社、遺伝子解析施設、遺伝子解

析の仲介会社、健康関連企業等の皆様にも、学会指針を尊重して御対

応いただくことが必要であること

2016（平成28）年12月には、同検査を、上記通知において周知されて

いる「 母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検査』指針 （2013（平成『 」

25）年3月9日日本産科婦人科学会）に反して実施したことにより、日本

。産科婦人科学会により会員医師の懲戒処分が行われたとの報道があった

各都道府県におかれては、改めて上記通知、学会指針及び共同声明に

ついて、その内容を御了知いただくとともに、都道府県・市の医療主管
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部(局)、衛生主管部(局)等の関係部署及び管内の市町村、並びに必要に

応じて管内の医療機関等の関係機関に対して、幅広く情報提供していた

だくようお願いする。

15．助産施設について

児童福祉法第22条に基づき、都道府県、市及び福祉事務所を設置する

町村（以下「都道府県等」という ）は、妊産婦が、保健上必要がある。

にもかかわらず、経済的理由により入院助産を受けることができない場

合において、その妊産婦から申し込みがあった場合には、助産施設にお

いて助産を実施することとしている。

各都道府県等におかれては、上記に基づく適切な助産の実施や、同法

第22条第4項に基づく助産制度に関する情報の周知を図るとともに、助

産施設が未設置の都道府県等におかれては、設置について積極的な検討

をお願いする。
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［関連資料：母 子 保 健 課］





○
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

○
保
健
師
等
を
配
置
し
て
、
妊
産
婦
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
健
診
等
の
「母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
」
と
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
等
の
「
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
」
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
提
供
や
関
係
機
関
と
の
調
整
、
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
を
行
う
機
関

〇
母
子
保
健
法
を
改
正
し
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
法
定
化
（2
01
7年
４
月
１
日
施
行
）（
法
律
上
は
「母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」）

➢
実
施
市
町
村
数
：
７
６
１
市
区
町
村
（１
，
４
３
６
か
所
）（
20
18
年
４
月
１
日
現
在
）
➢
２
０
２
０
年
度
末
ま
で
に
全
国
展
開
を
目
指
す
。

※
各
市
区
町
村
が
実
情
に
応
じ
て
必
要
な
箇
所
数
や
管
轄
区
域
を
判
断
し
て
設
置
。

保
健
所

児
童
相
談
所

子
育
て
支
援
機
関

医
療
機
関
（産
科
医
、
小
児
科
医
等
）

①
妊
産
婦
等
の
支
援
に
必
要
な
実
情
の
把
握

②
妊
娠
・出
産
・
育
児
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
提
供
・助
言
・
保
健
指
導

③
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定

④
保
健
医
療
又
は
福
祉
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

※
医
師
、
歯
科
医
師
、
栄
養
士
・管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、
理
学
療
法
士
、
心
理
職
な
ど
の
専
門
職
の
配
置
・
連
携
も
想
定
さ
れ
る
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
等
を
支
え
る
地
域
の
包
括
支
援
体
制
の
構
築

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援

障
害
児
支
援
機
関

妊
娠
前

妊
娠
期

出
産

産
後

育
児

妊
婦
健
診

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

子
育
て
支
援
策

・
保
育
所
・認
定
こ
ど
も
園
等

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

・
里
親

・
乳
児
院

・
養
子
縁
組

・
そ
の
他
子
育
て
支
援
策

両
親
学
級
等

妊
娠
に
関
す
る

普
及
啓
発

不
妊
相
談

乳
幼
児
健
診

予
防
接
種

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

産
後
ケ
ア
事
業

近
隣
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス

養
育
支
援
訪
問
事
業

利
用
者
支
援
実
施
施
設

民
間
機
関
・
関
係
団
体

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー

看
護
師

助
産
師

保
健
師

産
婦
健
診

サ ー ビ ス （ 現 業 部 門 ）マ ネ ジ メ ン ト （ 必 須 ）

母
子
保
健
支
援

子
育
て
支
援

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
全
国
展
開
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1

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

南
幌
町

1
山
形
市

1
水
戸
市

2
さ
い
た
ま
市

1
0

千
代
田
区

3
横
浜
市

5
6

甲
府
市

1

浦
臼
町

1
米
沢
市

1
日
立
市

3
川
越
市

1
港
区

2
川
崎
市

9
甲
斐
市

1
深
川
市

1
酒
田
市

1
土
浦
市

1
熊
谷
市

2
文
京
区

2
相
模
原
市

3
中
央
市

1

妹
背
牛
町

1
新
庄
市

1
石
岡
市

1
川
口
市

5
台
東
区

2
横
須
賀
市

1
韮
崎
市

2

沼
田
町

1
寒
河
江
市

1
結
城
市

1
行
田
市

1
墨
田
区

1
8

平
塚
市

1
南
ア
ル
プ
ス
市

1

石
狩
市

1
上
山
市

1
龍
ケ
崎
市

1
秩
父
市

1
江
東
区

4
藤
沢
市

2
北
杜
市

1

当
別
町

1
村
山
市

2
笠
間
市

1
所
沢
市

3
品
川
区

4
小
田
原
市

1
山
梨
市

1

千
歳
市

1
長
井
市

1
取
手
市

5
飯
能
市

1
杉
並
区

5
茅
ヶ
崎
市

1
笛
吹
市

1
寿
都
町

1
天
童
市

1
牛
久
市

1
加
須
市

1
豊
島
区

5
逗
子
市

1
甲
州
市

1

黒
松
内
町

1
東
根
市

1
つ
く
ば
市

4
本
庄
市

2
北
区

4
秦
野
市

1
身
延
町

1

室
蘭
市

1
尾
花
沢
市

1
鹿
嶋
市

1
東
松
山
市

1
板
橋
区

6
厚
木
市

1
富
士
川
町

1

苫
小
牧
市

1
南
陽
市

1
潮
来
市

1
春
日
部
市

1
練
馬
区

1
1

大
和
市

1
富
士
吉
田
市

2

厚
真
町

1
山
辺
町

1
守
谷
市

1
狭
山
市

3
足
立
区

6
南
足
柄
市

1
都
留
市

1

北
斗
市

1
中
山
町

1
行
方
市

1
鴻
巣
市

2
葛
飾
区

1
2

綾
瀬
市

1
大
月
市

1
今
金
町

1
河
北
町

1
鉾
田
市

1
深
谷
市

1
江
戸
川
区

8
葉
山
町

1
長
野
市

1

東
神
楽
町

1
西
川
町

2
つ
く
ば
み
ら
い
市

1
上
尾
市

2
八
王
子
市

9
寒
川
町

1
松
本
市

5

士
別
市

1
朝
日
町

1
東
海
村

1
越
谷
市

2
三
鷹
市

7
二
宮
町

1
上
田
市

1
上
富
良
野
町

1
大
石
田
町

1
河
内
町

1
戸
田
市

1
青
梅
市

1
中
井
町

1
岡
谷
市

1
中
富
良
野
町

1
最
上
町

1
利
根
町

1
入
間
市

2
府
中
市

1
大
井
町

1
飯
田
市

1

中
頓
別
町

1
舟
形
町

1
宇
都
宮
市

5
朝
霞
市

1
昭
島
市

1
松
田
町

1
諏
訪
市

1

北
見
市

1
高
畠
町

1
足
利
市

2
志
木
市

1
調
布
市

2
山
北
町

1
須
坂
市

1
音
更
町

1
川
西
町

1
栃
木
市

1
和
光
市

5
町
田
市

1
0

開
成
町

1
小
諸
市

1

芽
室
町

1
白
鷹
町

1
鹿
沼
市

1
新
座
市

1
小
平
市

1
新
発
田
市

1
伊
那
市

1

幕
別
町

1
遊
佐
町

1
日
光
市

1
桶
川
市

1
東
村
山
市

1
阿
賀
野
市

1
駒
ヶ
根
市

2

本
別
町

1
福
島
市

1
真
岡
市

1
久
喜
市

4
福
生
市

1
五
泉
市

1
中
野
市

1

足
寄
町

1
郡
山
市

4
大
田
原
市

1
富
士
見
市

1
東
大
和
市

1
燕
市

1
飯
山
市

1

釧
路
町

2
い
わ
き
市

7
矢
板
市

1
三
郷
市

1
東
久
留
米
市

1
長
岡
市

2
4

茅
野
市

1
浜
中
町

1
白
河
市

1
那
須
塩
原
市

2
坂
戸
市

2
武
蔵
村
山
市

1
見
附
市

1
塩
尻
市

2

弟
子
屈
町

1
須
賀
川
市

1
さ
く
ら
市

2
幸
手
市

1
羽
村
市

1
出
雲
崎
町

1
佐
久
市

5

札
幌
市

1
1

田
村
市

1
那
須
烏
山
市

1
鶴
ヶ
島
市

2
あ
き
る
野
市

7
十
日
町
市

1
東
御
市

2

旭
川
市

2
南
相
馬
市

1
下
野
市

1
日
高
市

2
瑞
穂
町

1
柏
崎
市

1
安
曇
野
市

1

函
館
市

1
伊
達
市

1
上
三
川
町

1
ふ
じ
み
野
市

3
大
島
町

1
妙
高
市

1
長
和
町

1

黒
石
市

1
本
宮
市

1
益
子
町

1
伊
奈
町

1
新
島
村

1
上
越
市

1
4

辰
野
町

1

平
川
市

1
桑
折
町

1
茂
木
町

1
三
芳
町

1
八
丈
町

2
新
潟
市

8
箕
輪
町

1
鰺
ヶ
沢
町

1
大
玉
村

1
市
貝
町

1
毛
呂
山
町

1
神
津
島
村

1
富
山
市

7
飯
島
町

1

盛
岡
市

1
天
栄
村

1
芳
賀
町

1
越
生
町

1
千
葉
市

6
高
岡
市

1
南
箕
輪
村

2

花
巻
市

1
下
郷
町

1
壬
生
町

1
吉
見
町

1
銚
子
市

1
魚
津
市

1
中
川
村

1

遠
野
市

1
檜
枝
岐
村

1
高
根
沢
町

1
鳩
山
町

1
市
川
市

4
氷
見
市

1
高
森
町

1

一
関
市

1
只
見
町

1
那
須
町

1
と
き
が
わ
町

1
木
更
津
市

1
黒
部
市

1
豊
丘
村

2

釜
石
市

1
南
会
津
町

1
那
珂
川
町

1
横
瀬
町

1
松
戸
市

3
砺
波
市

2
木
曽
町

1
滝
沢
市

1
西
会
津
町

1
前
橋
市

1
皆
野
町

1
野
田
市

2
南
砺
市

1
生
坂
村

2

矢
巾
町

1
磐
梯
町

1
高
崎
市

7
長
瀞
町

1
茂
原
市

1
射
水
市

1
山
形
村

2

山
田
町

1
猪
苗
代
町

1
桐
生
市

1
小
鹿
野
町

1
成
田
市

1
立
山
町

1
池
田
町

1

洋
野
町

1
会
津
坂
下
町

1
沼
田
市

1
東
秩
父
村

1
佐
倉
市

4
入
善
町

1
関
市

1

仙
台
市

7
柳
津
町

1
館
林
市

1
宮
代
町

1
東
金
市

2
朝
日
町

1
羽
島
市

1

石
巻
市

1
0

三
島
町

1
藤
岡
市

1
習
志
野
市

1
金
沢
市

4
恵
那
市

1
気
仙
沼
市

1
金
山
町

1
み
な
か
み
町

1
柏
市

4
七
尾
市

1
各
務
原
市

1

名
取
市

1
昭
和
村

1
市
原
市

1
小
松
市

1
山
県
市

1

岩
沼
市

1
石
川
町

1
我
孫
子
市

1
輪
島
市

2
飛
騨
市

1

富
谷
市

1
玉
川
村

1
鴨
川
市

1
加
賀
市

1
本
巣
市

4

柴
田
町

2
三
春
町

1
鎌
ヶ
谷
市

1
能
美
市

2
岐
南
町

1

松
島
町

2
小
野
町

1
富
津
市

1
川
北
町

2
養
老
町

1

秋
田
市

2
広
野
町

1
浦
安
市

3
津
幡
町

1
神
戸
町

2
大
館
市

1
葛
尾
村

1
四
街
道
市

1
内
灘
町

1
輪
之
内
町

1

男
鹿
市

1
袖
ヶ
浦
市

1
敦
賀
市

1
坂
祝
町

1

湯
沢
市

1
山
武
市

1
小
浜
市

1

仙
北
市

1
酒
々
井
町

2
大
野
市

1

井
川
町

1
栄
町

1
勝
山
市

1

東
庄
町

1
鯖
江
市

2
九
十
九
里
町

1
あ
わ
ら
市

1

長
生
村

1
越
前
市

1

大
多
喜
町

1
坂
井
市

2

池
田
町

1

越
前
町

1

高
浜
町

1

北
海
道

3
2
市
町

［
4
4
か
所
］

秋
田
県

6
市
町

［
7
か
所
］

福
島
県

3
0
市
町
村

［
3
9
か
所
］

千
葉
県

2
7
市
町
村

［
4
8
か
所
］

福
井
県

1
1
市
町

［
1
3
か
所
］

自
治
体
名

自
治
体
名

新
潟
県

1
2
市
町

［
5
5
か
所
］

神
奈
川
県

2
2
市
町

［
8
8
か
所
］

茨
城
県

1
9
市
町
村

［
2
9
か
所
］

埼
玉
県

4
5
市
町
村

［
8
0
か
所
］

長
野
県

2
9
市
町
村

［
4
4
か
所
］

青
森
県

3
市
町

［
3
か
所
］

岩
手
県

9
市
町

［
9
か
所
］

山
形
県

2
4
市
町

［
2
6
か
所
］

富
山
県

1
1
市
町

［
1
8
か
所
］

山
梨
県

1
4
市
町

［
1
6
か
所
］

東
京
都

3
5
市
区
町
村

［
1
4
3
か
所
］

岐
阜
県

1
2
市
町

［
1
6
か
所
］

自
治
体
名

自
治
体
名

自
治
体
名

自
治
体
名

自
治
体
名

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
施
状
況
（
H
3
0
.
4
.
1
時
点
：
母
子
保
健
課
調
べ
）

群
馬
県

7
市
町

［
1
3
か
所
］

石
川
県

9
市
町

［
1
5
か
所
］

栃
木
県

2
1
市
町

［
2
8
か
所
］

宮
城
県

8
市
町

［
2
5
か
所
］
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2

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

箇
所
数

静
岡
市

3
津
市

1
5

能
勢
町

1
和
歌
山
市

4
松
江
市

1
佐
賀
市

1

浜
松
市

8
四
日
市
市

1
吹
田
市

3
橋
本
市

1
雲
南
市

1
唐
津
市

2

沼
津
市

1
伊
勢
市

2
茨
木
市

1
有
田
市

2
出
雲
市

1
鳥
栖
市

1

熱
海
市

1
松
阪
市

2
四
條
畷
市

1
御
坊
市

1
美
郷
町

1
高
松
市

8
多
久
市

1

三
島
市

2
鈴
鹿
市

1
八
尾
市

1
田
辺
市

1
邑
南
町

1
丸
亀
市

1
伊
万
里
市

2

富
士
宮
市

2
名
張
市

1
6

富
田
林
市

1
紀
美
野
町

1
浜
田
市

1
善
通
寺
市

1
吉
野
ヶ
里
町

1

伊
東
市

1
尾
鷲
市

1
河
内
長
野
市

1
か
つ
ら
ぎ
町

1
江
津
市

2
三
木
町

1
み
や
き
町

2

島
田
市

1
亀
山
市

1
大
阪
狭
山
市

2
九
度
山
町

1
吉
賀
町

1
多
度
津
町

1
大
町
町

1

富
士
市

1
い
な
べ
市

1
太
子
町

1
湯
浅
町

1
知
夫
村

1
ま
ん
の
う
町

1
佐
世
保
市

1

磐
田
市

1
木
曽
岬
町

1
河
南
町

1
広
川
町

1
岡
山
市

1
今
治
市

1
西
海
市

1

掛
川
市

1
朝
日
町

2
泉
大
津
市

1
有
田
川
町

1
倉
敷
市

5
伊
予
市

1
長
与
町

1

藤
枝
市

1
多
気
町

1
和
泉
市

1
み
な
べ
町

1
津
山
市

1
上
島
町

3
時
津
町

1

御
殿
場
市

1
明
和
町

1
泉
南
市

1
上
富
田
町

1
玉
野
市

1
高
知
市

1
熊
本
市

6

袋
井
市

1
大
台
町

1
阪
南
市

1
太
地
町

1
井
原
市

1
室
戸
市

1
人
吉
市

2

下
田
市

1
玉
城
町

1
忠
岡
町

1
北
山
村

1
総
社
市

1
安
芸
市

1
玉
名
市

1

裾
野
市

1
大
紀
町

1
熊
取
町

1
奈
良
市

2
高
梁
市

1
南
国
市

1
玉
東
町

1

御
前
崎
市

1
紀
宝
町

1
田
尻
町

1
大
和
高
田
市

1
新
見
市

1
土
佐
市

1
南
関
町

1

菊
川
市

1
京
都
市

1
4

岬
町

1
大
和
郡
山
市

1
備
前
市

1
須
崎
市

1
長
洲
町

1

牧
之
原
市

1
福
知
山
市

1
高
槻
市

1
天
理
市

1
瀬
戸
内
市

1
宿
毛
市

1
産
山
村

1

東
伊
豆
町

1
舞
鶴
市

1
東
大
阪
市

4
橿
原
市

1
赤
磐
市

1
土
佐
清
水
市

1
中
津
市

1

函
南
町

1
綾
部
市

1
豊
中
市

3
桜
井
市

1
真
庭
市

1
四
万
十
市

1
臼
杵
市

1

小
山
町

2
宇
治
市

1
枚
方
市

1
五
條
市

1
美
作
市

1
香
南
市

1
竹
田
市

1

吉
田
町

1
宮
津
市

1
大
阪
市

2
4

御
所
市

1
早
島
町

1
香
美
市

1
杵
築
市

1

森
町

1
亀
岡
市

1
堺
市

1
5

生
駒
市

2
勝
央
町

1
い
の
町

1
宮
崎
市

7

名
古
屋
市

1
6

城
陽
市

1
神
戸
市

1
2

香
芝
市

1
西
粟
倉
村

1
仁
淀
川
町

1
都
城
市

1

豊
橋
市

2
向
日
市

1
姫
路
市

8
葛
城
市

2
広
島
市

8
佐
川
町

1
日
南
市

1

岡
崎
市

7
長
岡
京
市

1
尼
崎
市

2
宇
陀
市

1
呉
市

1
梼
原
町

1
小
林
市

1

一
宮
市

3
八
幡
市

2
西
宮
市

8
三
郷
町

1
竹
原
市

1
日
高
村

1
日
向
市

1

瀬
戸
市

2
京
丹
後
市

1
明
石
市

4
斑
鳩
町

1
三
原
市

1
大
月
町

1
え
び
の
市

1

半
田
市

2
木
津
川
市

1
芦
屋
市

1
川
西
町

2
尾
道
市

6
北
九
州
市

7
綾
町

1

春
日
井
市

1
久
御
山
町

1
宝
塚
市

1
田
原
本
町

1
福
山
市

1
2

福
岡
市

7
高
千
穂
町

1

豊
川
市

2
井
手
町

1
三
田
市

1
曽
爾
村

1
三
次
市

3
大
牟
田
市

1
日
之
影
町

1

津
島
市

3
宇
治
田
原
町

1
伊
丹
市

3
御
杖
村

1
東
広
島
市

1
久
留
米
市

1
鹿
児
島
市

5

刈
谷
市

4
与
謝
野
町

1
猪
名
川
町

2
高
取
町

1
廿
日
市
市

1
春
日
市

1
鹿
屋
市

1

豊
田
市

1
大
津
市

7
加
古
川
市

3
明
日
香
村

1
府
中
町

2
那
珂
川
町

1
枕
崎
市

1

安
城
市

2
草
津
市

1
稲
美
町

1
王
寺
町

1
海
田
町

2
新
宮
町

1
出
水
市

1

犬
山
市

2
守
山
市

1
播
磨
町

1
野
迫
川
村

1
熊
野
町

1
久
山
町

1
薩
摩
川
内
市

1

常
滑
市

2
栗
東
市

1
高
砂
市

1
下
北
山
村

1
坂
町

1
粕
屋
町

1
霧
島
市

1

稲
沢
市

1
野
洲
市

1
小
野
市

1
鳥
取
市

3
北
広
島
町

1
宗
像
市

1
志
布
志
市

1

新
城
市

2
湖
南
市

2
加
東
市

1
米
子
市

1
神
石
高
原
町

1
芦
屋
町

1
奄
美
市

1

東
海
市

2
甲
賀
市

8
西
脇
市

1
倉
吉
市

2
下
関
市

9
水
巻
町

1
伊
佐
市

1

大
府
市

1
近
江
八
幡
市

1
三
木
市

1
境
港
市

1
宇
部
市

1
直
方
市

1
姶
良
市

1

知
多
市

2
東
近
江
市

4
加
西
市

1
岩
美
町

1
山
口
市

1
飯
塚
市

1
十
島
村

1

知
立
市

2
日
野
町

1
福
崎
町

1
若
桜
町

1
萩
市

1
宮
若
市

1
さ
つ
ま
町

1

尾
張
旭
市

4
竜
王
町

1
神
河
町

1
智
頭
町

1
防
府
市

1
田
川
市

1
肝
付
町

1

高
浜
市

1
彦
根
市

1
た
つ
の
市

1
八
頭
町

1
下
松
市

1
福
智
町

1
宇
検
村

1

岩
倉
市

2
愛
荘
町

1
太
子
町

1
三
朝
町

1
岩
国
市

1
大
刀
洗
町

1
知
名
町

1

豊
明
市

1
豊
郷
町

1
佐
用
町

1
湯
梨
浜
町

1
光
市

1
行
橋
市

1
今
帰
仁
村

1

日
進
市

2
長
浜
市

1
宍
粟
市

1
琴
浦
町

1
長
門
市

1
苅
田
町

1

愛
西
市

2
米
原
市

1
相
生
市

1
北
栄
町

2
周
南
市

1
吉
富
町

1

清
須
市

1
高
島
市

1
赤
穂
市

1
日
吉
津
村

1
山
陽
小
野
田
市

1
北
名
古
屋
市

3
上
郡
町

1
大
山
町

1
周
防
大
島
町

1

み
よ
し
市

1
豊
岡
市

1
南
部
町

1
上
関
町

1

あ
ま
市

4
香
美
町

1
伯
耆
町

1

長
久
手
市

3
朝
来
市

1
日
南
町

2

東
郷
町

2
養
父
市

1
日
野
町

1

豊
山
町

2
篠
山
市

1
江
府
町

1

大
治
町

1
洲
本
市

1

淡
路
市

2

自
治
体
名

7
6
1
市
区
町
村

1
,
4
3
6
箇
所

南
風
原
町

自
治
体
名

自
治
体
名

自
治
体
名

愛
媛
県

3
市
町

［
5
か
所
］

沖
縄
県

2
町
村

［
2
か
所
］

1

山
口
県

1
3
市
町

［
2
1
か
所
］

宮
崎
県

9
市
町

［
1
5
か
所
］

静
岡
県

2
4
市
町

［
3
6
か
所
］

滋
賀
県

1
7
市
町

［
3
4
か
所
］

鹿
児
島
県

1
5
市
町
村

［
1
9
か
所
］

徳
島
県

1
市

［
1
か
所
］

鳴
門
市

1

奈
良
県

2
3
市
町
村

［
2
7
か
所
］

熊
本
県

7
市
町
村

［
1
3
か
所
］

京
都
府

1
7
市
町

［
3
1
か
所
］

佐
賀
県

8
市
町

［
1
1
か
所
］

広
島
県

1
5
市
町

［
4
2
か
所
］

大
分
県

4
市

［
4
か
所
］

和
歌
山
県

1
5
市
町
村

［
1
9
か
所
］

高
知
県

1
7
市
町
村

［
1
7
か
所
］

福
岡
県

2
1
市
町

［
3
3
か
所
］

島
根
県

9
市
町
村

［
1
0
か
所
］

長
崎
県

4
市
町

［
4
か
所
］

香
川
県

6
市
町

［
1
3
か
所
］

自
治
体
名

三
重
県

1
7
市
町

［
4
9
か
所
］

兵
庫
県

3
5
市
町

［
7
0
か
所
］

自
治
体
名

愛
知
県

3
4
市
町

［
8
8
か
所
］

自
治
体
名

岡
山
県

1
6
市
町
村

［
2
0
か
所
］

大
阪
府

2
4
市
町

［
6
9
か
所
］

鳥
取
県

1
9
市
町
村

［
2
4
か
所
］
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○
妊

産
婦

等
が

抱
え

る
妊

娠
・
出

産
や

子
育

て
に

関
す

る
悩

み
等

に
つ

い
て

、
助

産
師

等
の

専
門

家
又

は
子

育
て

経
験

者
や

シ
ニ

ア
世

代
等

の
相

談
し

や
す

い
「
話

し
相

手
」
等

に
よ

る
相

談
支

援
を

行
い

、
家

庭
や

地
域

で
の

妊
産

婦
等

の
孤

立
感

を
解

消
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

○
事

業
の

内
容

①
利

用
者

の
悩

み
相

談
対

応
や

サ
ポ

ー
ト

②
産

前
・
産

後
の

心
身

の
不

調
に

関
す

る
相

談
支

援
③

妊
産

婦
等

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
者

の
募

集
④

子
育

て
経

験
者

や
シ

ニ
ア

世
代

の
者

等
に

対
し

て
産

前
・
産

後
サ

ポ
ー

ト
に

必
要

な
知

識
を

付
与

す
る

講
習

会
の

開
催

⑤
母

子
保

健
関

係
機

関
、

関
係

事
業

と
の

連
絡

調
整

○
実

施
方

法
・
実

施
場

所
等

①
「
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
型

」
・
・
・
実

施
担

当
者

が
利

用
者

の
自

宅
に

赴
く
等

に
よ

り
、

個
別

に
相

談
に

対
応

②
「
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
（
参

加
）
型

」
・
・
・
・
・
・
・
公

共
施

設
等

を
活

用
し

、
集

団
形

式
に

よ
り

、
同

じ
悩

み
等

を
有

す
る

利
用

者
か

ら
の

相
談

に
対

応
○

実
施

担
当

者
(1

)助
産

師
、

保
健

師
又

は
看

護
師

(2
)子

育
て

経
験

者
、

シ
ニ

ア
世

代
の

者
等

（
事

業
内

容
②

の
産

前
・
産

後
の

心
身

の
不

調
に

関
す

る
相

談
支

援
は

、
(1

)に
掲

げ
る

専
門

職
を

担
当

者
と

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
）

○
補

助
率

等
（
補

助
率

：
1
/
2
）

（
H

3
1
基

準
額

（
案

）
：

人
口

１
０

～
3
0
万

人
未

満
の

市
の

場
合

1
1
,7

2
9
千

円
）

（
平

成
２

６
年

度
よ

り
、

妊
娠

・
出

産
包

括
支

援
モ

デ
ル

事
業

の
一

部
と

し
て

事
業

開
始

。
平

成
２

９
年

度
は

３
１

４
市

町
村

に
お

い
て

実
施

）

○
身

近
に

相
談

で
き

る
者

が
い

な
い

な
ど

、
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

適
当

と
判

断
さ

れ
る

妊
産

婦
及

び
そ

の
家

族
。

対
象
者

事
業
目
的
等

事
業
の
概
要

○
市

町
村

（
本

事
業

の
趣

旨
を

理
解

し
、

適
切

な
実

施
が

期
待

で
き

る
団

体
等

に
事

業
の

全
部

又
は

一
部

を
委

託
す

る
こ

と
が

で
き

る
）

実
施
主
体

産
前

・
産

後
サ

ポ
ー

ト
事

業

（
平

成
３

０
年

度
予

算
）

（
平

成
３

１
年

度
予

算
案
）

７
４

６
百

万
円

→
７

７
７
百

万
円
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産
後

ケ
ア

事
業

○
事

業
内

容
退

院
直

後
の

母
子

に
対

し
て

心
身

の
ケ

ア
や

育
児

の
サ

ポ
ー

ト
等

き
め

細
か

い
支

援
を

実
施

す
る

。
（
利

用
期

間
は

原
則

７
日

以
内

）
原

則
と

し
て

①
及

び
②

を
実

施
、

必
要

に
応

じ
て

③
か

ら
⑤

を
実

施
。

①
褥

婦
及

び
新

生
児

に
対

す
る

保
健

指
導

及
び

授
乳

指
導

（
乳

房
マ

ッ
サ

ー
ジ

を
含

む
）

②
褥

婦
に

対
す

る
療

養
上

の
世

話
④

褥
婦

及
び

産
婦

に
対

す
る

心
理

的
ケ

ア
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
③

産
婦

及
び

乳
児

に
対

す
る

保
健

指
導

⑤
育

児
に

関
す

る
指

導
や

育
児

サ
ポ

ー
ト

等

○
実

施
方

法
・
実

施
場

所
等

(1
)「

宿
泊

型
」

・
・
・

病
院

、
助

産
所

等
の

空
き

ベ
ッ

ド
の

活
用

等
に

よ
り

、
宿

泊
に

よ
る

休
養

の
機

会
の

提
供

等
を

実
施

。
(2

)「
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
型

」
・
・
・

個
別

・
集

団
で

支
援

を
行

え
る

施
設

に
お

い
て

、
日

中
、

来
所

し
た

利
用

者
に

対
し

実
施

。
(3

)「
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
型

」
・
・
・

実
施

担
当

者
が

利
用

者
の

自
宅

に
赴

き
実

施
。

○
実

施
担

当
者

事
業
内
容
に
応
じ
て

助
産

師
、

保
健

師
又

は
看

護
師

等
の

担
当

者
を

配
置

。
（
宿

泊
型

を
行

う
場

合
に

は
、

２
４

時
間

体
制

で
１

名
以

上
の

助
産

師
、

保
健

師
又

は
看

護
師

の
配

置
が

条
件

）

○
補

助
率

等
（
補

助
率

：
1
/
2
）

（
H

3
1
基

準
額

（
案

）
：

人
口

１
０

～
3
0
万

人
未

満
の

市
の

場
合

2
4
,2

8
0
千

円
）

（
利

用
料

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
が

利
用

者
の

所
得

等
に

応
じ

て
徴

収
）

（
平

成
２

６
年

度
は

、
妊

娠
・
出

産
包

括
支

援
モ

デ
ル

事
業

の
一

部
と

し
て

事
業

開
始

。
平

成
２

９
年

度
は

３
９

２
市

町
村

に
お

い
て

実
施

）

○
家

族
等

か
ら

十
分

な
家

事
及

び
育

児
な

ど
援

助
が

受
け

ら
れ

な
い

褥
婦

及
び

産
婦

並
び

に
そ

の
新

生
児

及
び

乳
児

で
あ

っ
て

、
次

の
(1

)又
は

(2
)に

該
当

す
る

者
(1

)産
後

に
心

身
の

不
調

又
は

育
児

不
安

等
が

あ
る

者
(2

) 
そ

の
他

特
に

支
援

が
必

要
と

認
め

ら
れ

る
者

対
象
者

事
業
の
概
要

○
市

町
村

（
本

事
業

の
趣

旨
を

理
解

し
、

適
切

な
実

施
が

で
き

る
団

体
等

に
事

業
の

全
部

又
は

一
部

の
委

託
が

可
能

）

実
施
主
体
等

○
退

院
直

後
の

母
子

に
対

し
て

心
身

の
ケ

ア
や

育
児

の
サ

ポ
ー

ト
等

を
行

い
、

産
後

も
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

支
援

体
制

を
確

保
す

る
。

事
業
目
的

（
平

成
３

０
年

度
予

算
）

（
平

成
３

１
年

度
予

算
案
）

２
，

３
８

８
百

万
円

→
２

，
５

５
１
百

万
円
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産
後

う
つ

の
予

防
や

新
生

児
へ

の
虐

待
予

防
等

を
図

る
観

点
か

ら
、

産
後

2
週

間
、

産
後

１
か

月
な

ど
出

産
後

間
も

な
い

時
期

の
産

婦
に

対
す

る
健

康
診

査
（
母

体
の

身
体

的
機

能
の

回
復

や
授

乳
状

況
及

び
精

神
状

態
の

把
握

等
）
の

重
要

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
産

婦
健

康
診

査
の

費
用

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
産

後
の

初
期

段
階

に
お

け
る

母
子

に
対

す
る

支
援

を
強

化
し

、
妊

娠
期

か
ら

子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

体
制

を
整

備
す

る
。

要
旨

○
地

域
に

お
け

る
全

て
の

産
婦

を
対

象
に

、
産

婦
健

康
診

査
２

回
分

に
係

る
費

用
に

つ
い

て
助

成
を

行
う

。
（
実

施
主

体
：
市

町
村

、
補

助
率

：
１

／
２

、
H

3
1
基

準
額

（
案

）
：
１

回
当

た
り

５
，

０
０

０
円

）
（
平

成
2
9
年

度
は

7
3
市

町
村

に
お

い
て

実
施

）
※

事
業

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
以

下
の

３
点

を
要

件
と

す
る

。
（
１

）
産

婦
健

康
診

査
に

お
い

て
、

母
体

の
身

体
的

機
能

の
回

復
や

授
乳

状
況

及
び

精
神

状
態

の
把

握
等

を
実

施
す

る
こ

と
。

（
２

）
産

婦
健

康
診

査
の

結
果

が
健

診
実

施
機

関
か

ら
市

区
町

村
へ

速
や

か
に

報
告

さ
れ

る
よ

う
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

。
（
３

）
産

婦
健

康
診

査
の

結
果

、
支

援
が

必
要

と
判

断
さ

れ
る

産
婦

に
対

し
て

、
産

後
ケ

ア
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

。

事
業

内
容

妊
娠

出
産

乳
児

１ 歳 ６ か 月 児 健 診

※ 地 方 交 付 税 措 置

３ 歳 児 健 診

※ 地 方 交 付 税 措 置

妊 娠 の 届 出 ・

母 子 健 康 手 帳 の 交 付

妊
婦

健
診

（
１

４
回

）

※
地

方
交

付
税

措
置

幼
児

産 婦 健 診

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
に

わ
た

る
切

れ
目

の
な

い
支

援

２
回

分
を

助
成

乳
幼

児
健

診
（
３

～
４

か
月

児
健

診
な

ど
）

※
市

町
村

が
必

要
に

応
じ

実
施

（
地

方
交

付
税

措
置

）

産
後

ケ
ア

事
業

※
産

婦
の

心
身

の
不

調
や

産
後

う
つ

等
を

防
ぐ

た
め

、
母

子
へ

の
心

身
の

ケ
ア

や
育

児
サ

ポ
ー

ト
等

の
実

施

支
援

が
必

要
な

産
婦

の
把

握

産
婦

健
康

診
査

事
業

に
つ

い
て

（
平

成
30
年

度
予

算
）

（
平

成
31
年

度
予

算
案
）

１
，

０
７

３
百

万
円

→
１

，
２

６
８
百

万
円

（
21

4,
55

4件
）

（
33

8,
18

0件
）
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不
妊

に
悩

む
方

へ
の

特
定

治
療

支
援

事
業

に
つ

い
て

○
要
旨

不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
配
偶
者
間
の
不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

○
対
象
治
療
法

体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
（
以
下
「
特
定
不
妊
治
療
」
と
い
う
。
）

○
対
象
者

特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
に
よ
っ
て
は
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
、
又
は
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
法
律
上
の
婚
姻

を
し
て
い
る
夫
婦
（
治
療
期
間
の
初
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
４
３
歳
未
満
で
あ
る
夫
婦
）

○
給
付
の
内
容

①
１
回
１
５
万
円
（
初
回
の
治
療
に
限
り
３
０
万
円
ま
で
助
成
）

※
凍
結
胚
移
植
（
採
卵
を
伴
わ
な
い
も
の
）
及
び
採
卵
し
た
が
卵
が
得
ら
れ
な
い
等
の
た
め
中
止
し
た
も
の
つ
い
て
は
、
１
回
７
.５
万
円

通
算
回
数
は
、
初
め
て
助
成
を
受
け
た
際
の
治
療
期
間
初
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
、
４
０
歳
未
満
で
あ
る
と
き
は
通
算
６
回
ま
で
、

４
０
歳
以
上
４
３
歳
未
満
で
あ
る
と
き
は
通
算
３
回
ま
で
助
成

②
男
性
不
妊
治
療
を
行
っ
た
場
合
は
１
５
万
円
（
初
回
の
治
療
に
限
り
３
０
万
円
ま
で
助
成
）

※
精
子
を
精
巣
又
は
精
巣
上
体
か
ら
採
取
す
る
た
め
の
手
術

○
所
得
制
限

７
３
０
万
円
（
夫
婦
合
算
の
所
得
ベ
ー
ス
）

○
指
定
医
療
機
関

事
業
実
施
主
体
に
お
い
て
医
療
機
関
を
指
定

○
実
施
主
体

都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市

○
補
助
率

１
／
２
（
負
担
割
合
：
国
１
／
２
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
１
／
２
）

平
成
１
６
年
度

１
７
，
６
５
７
件

平
成
１
７
年
度

２
５
，
９
８
７
件

平
成
１
８
年
度

３
１
，
０
４
８
件

平
成
１
９
年
度

６
０
，
５
３
６
件

平
成
２
０
年
度

７
２
，
０
２
９
件

平
成
２
１
年
度

８
４
，
３
９
５
件

平
成
２
２
年
度

９
６
，
４
５
８
件

平
成
２
３
年
度

１
１
２
，
６
４
２
件

平
成
２
４
年
度

１
３
４
，
９
４
３
件

平
成
２
５
年
度

１
４
８
，
６
５
９
件

平
成
２
６
年
度

１
５
２
，
３
２
０
件

平
成
２
７
年
度

１
６
０
，
７
３
３
件

平
成
２
８
年
度

１
４
１
，
８
９
０
件

１
．
事
業
の
概
要

３
．
支
給
実
績

（
平

成
３

０
年

度
予

算
）

（
平

成
３

１
年

度
予

算
案
）

１
６
，

２
６

７
百

万
円

→
１

６
，
３

７
６
百

万
円

※
男
性
不
妊
治
療

に
か
か
る

初
回
の
助
成
額

を
拡
充

（
15
万
→

30
万
円
）

平
成
１
６
年
度
創
設

１
年
度
あ
た
り
給
付
額
10
万
円
、
通
算
助
成
期
間
２
年
間
と
し
て
制
度
開
始

平
成
１
８
年
度

通
算
助
成
期
間
を
２
年
間
→
５
年
間
に
延
長

平
成
１
９
年
度

給
付
額
を
１
年
度
あ
た
り
１
回
10
万
円
・
２
回
に
拡
充
、
所
得
制
限
を
65
0万
円
→
73
0万
円

に
引
き
上
げ

平
成
２
１
年
度
補
正

給
付
額
１
回
10
万
円
→
15
万
円
に
拡
充

平
成
２
３
年
度

１
年
度
目
を
年
２
回
→
３
回
に
拡
充
、
通
算
10
回
ま
で
助
成

平
成
２
５
年
度

凍
結
胚
移
植
(採
卵
を
伴
わ
な
い
も
の
)等
の
給
付
額
を
見
直
し
（
15
万
円
→
7.
5
万
円
）

平
成
２
５
年
度
補
正

安
心
こ
ど
も
基
金
に
よ
り
実
施

平
成
２
６
年
度

妻
の
年
齢
が
40
歳
未
満
の
新
規
助
成
対
象
者
の
場
合
は
、
通
算
６
回
ま
で
助
成

（
年
間
助
成
回
数
・
通
算
助
成
期
間
の
制
限
廃
止
）
※
平
成
25
年
度
の
有
識
者
検
討
会
の
報
告
書

に
お
け
る
医
学
的
知
見
等
を
踏
ま
え
た
見
直
し
（
完
全
施
行
は
平
成
28
年
度
）

平
成
２
７
年
度

安
心
こ
ど
も
基
金
に
よ
る
実
施
を
廃
止
し
、
当
初
予
算
に
計
上

平
成
２
７
年
度
補
正

初
回
治
療
の
助
成
額
を
15
万
→
30
万
円
に
拡
充

男
性
不
妊
治
療
を
行
っ
た
場
合
、
15
万
円
を
助
成

平
成
２
８
年
度

妻
の
年
齢
が
43
歳
以
上
の
場
合
、
助
成
対
象
外
。
妻
の
年
齢
が
40
歳
未
満
の
場
合
は
通
算
６
回
ま

で
、
40
歳
以
上
43
歳
未
満
の
場
合
は
通
算
３
回
ま
で
助
成
（
年
間
助
成
回
数
・
通
算
助
成
期
間
の

制
限
廃
止
）

平
成
３
０
年
度
（
案
）
男
性
不
妊
治
療
に
か
か
る
初
回
の
助
成
額
を
15
万
→
30
万
円
に
拡
充

２
．
沿

革
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○
対

象
者

・
・
・

不
妊

や
不

育
症

に
つ

い
て

悩
む

夫
婦

等

○
事

業
内

容
（
１

）
夫

婦
の

健
康

状
況

に
的

確
に

応
じ

た
不

妊
に

関
す

る
相

談
指

導
（
２

）
不

妊
治

療
と

仕
事

の
両

立
に

関
す

る
相

談
対

応
（
３

）
不

妊
治

療
に

関
す

る
情

報
提

供
（
４

）
不

妊
相

談
を

行
う

専
門

相
談

員
の

研
修

○
実

施
担

当
者

・
・
・

不
妊

治
療

に
関

す
る

専
門

的
知

識
を

有
す

る
医

師
、

そ
の

他
社

会
福

祉
、

心
理

に
関

し
て

知
識

を
有

す
る

者
等

○
実

施
場

所
（
実

施
主

体
：
都

道
府

県
・
指

定
都

市
・
中

核
市

）

全
国

６
７

か
所

（
平

成
30

年
7月

1日
時

点
）
※

自
治

体
単

独
（

3か
所

）
含

む

主
に

大
学

・
大

学
病

院
・
公

立
病

院
２

３
か

所
（
３

４
％

）
、

保
健

所
１

９
か

所
（
２

８
％

）に
お

い
て

実
施

。

「
ニ

ッ
ポ

ン
一

億
総

活
躍

プ
ラ

ン
」
（
平

成
2
8
年

6
月

2
日

閣
議

決
定

）
不

妊
専

門
相

談
セ

ン
タ

ー
を

平
成

3
1
 年

度
（
2
0
1
9
 年

度
）
ま

で
に

全
都

道
府

県
・
指

定
都

市
・
中

核
市

に
配

置

○
補

助
率

等
補

助
率

：
１

／
２

H
3
1
基

準
額

（
案

）
：

4
7
4
,5

0
0
円

（
月

額
）

○
相

談
実

績

平
成

２
８

年
度

：
２

２
，

３
４

７
件

（
内

訳
：
電

話
１

１
,６

６
１

件
、

面
接

７
,６

７
３

件
、

メ
ー

ル
１

,１
３

２
件

、
そ

の
他

１
,８

８
１

件
）

（
電

話
相

談
）

医
師

１
４

％
、

助
産

師
４

５
％

、
保

健
師

２
５

％
、

そ
の

他
（
心

理
職

な
ど

）
１

５
％

（
面

接
相

談
）

医
師

４
０

％
、

助
産

師
２

７
％

、
保

健
師

１
４

％
、

そ
の

他
（
心

理
職

な
ど

）
１

9
％

（
メ

ー
ル

相
談

）
医

師
２

３
％

、
助

産
師

３
７

％
、

保
健

師
２

８
％

、
そ

の
他

（
心

理
職

な
ど

）
１

２
％

（
相

談
内

容
）

・
費

用
や

助
成

制
度

に
関

す
る

こ
と

（
９

，
７

２
０

件
）

・
不

妊
症

の
検

査
・
治

療
（
５

，
４

９
１

件
）

・
不

妊
の

原
因

（
１

，
２

２
８

件
）

・
不

妊
治

療
を

実
施

し
て

い
る

医
療

機
関

の
情

報
（
１

，
４

０
１

件
）

・
家

族
に

関
す

る
こ

と
（
１

，
２

６
７

件
）

・
不

育
症

に
関

す
る

こ
と

（
５

３
５

件
）

・
主

治
医

や
医

療
機

関
に

対
す

る
不

満
（
６

２
６

件
）

・
世

間
の

偏
見

や
無

理
解

に
よ

る
不

満
（
４

４
０

件
）

○
事

業
の

目
的

不
妊

や
不

育
症

の
課

題
に

対
応

す
る

た
め

の
適

切
な

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
に

よ
り

、
生

涯
を

通
じ

た
女

性
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

不
妊

専
門

相
談

セ
ン

タ
ー

事
業

（
平

成
３

０
年

度
予

算
）

（
平

成
３

１
年

度
予

算
案
）

１
７

４
百

万
円

→
１

２
４

百
万

円
※

平
成
30
年
度
公
開

プ
ロ
セ
ス
で
の
指
摘

を
踏
ま
え
要
求
額
を

見
直
し 7
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○
対

象
者

思
春

期
、

妊
娠

、
出

産
、

更
年

期
、

高
齢

期
等

の
各

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
相

談
を

希
望

す
る

者
（
不

妊
相

談
、

予
期

せ
ぬ

妊
娠

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
性

感
染

症
の

対
応

を
含

む
）

○
事

業
内

容

（
１

）
身

体
的

、
精

神
的

な
悩

み
を

有
す

る
女

性
に

対
す

る
相

談
指

導
（
２

）
相

談
指

導
を

行
う

相
談

員
の

研
修

養
成

（
３

）
相

談
体

制
の

向
上

に
関

す
る

検
討

会
の

設
置

（
４

）
妊

娠
に

悩
む

者
に

対
す

る
専

任
相

談
員

の
配

置
（
５

）
（
特

に
妊

娠
に

悩
む

者
）
が

、
女

性
健

康
支

援
セ

ン
タ

ー
の

所
在

等
を

容
易

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

そ
の

所
在

地
及

び
連

絡
先

を
記

載
し

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

を
作

成
し

、
対

象
者

が
訪

れ
や

す
い

店
舗

等
で

配
布

す
る

等
広

報
活

動
を

積
極

的
に

実
施

（
６

）
特

定
妊

婦
等

に
対

す
る

産
科

受
診

等
支

援

○
実

施
担

当
者

・
・
・

医
師

、
保

健
師

又
は

助
産

師
等

○
実

施
場

所
（
実

施
主

体
：
都

道
府

県
・
指

定
都

市
・
中

核
市

）

全
国

７
３

ヵ
所

（
平

成
３

０
年

７
月

１
日

時
点

）
※

自
治

体
単

独
１

３
か

所
４

７
都

道
府

県
、

札
幌

市
、

仙
台

市
、

さ
い

た
ま

市
、

千
葉

市
、

横
浜

市
、

川
崎

市
、

新
潟

市
、

静
岡

市
、

浜
松

市
、

名
古

屋
市

、
京

都
市

、
大

阪
市

、
堺

市
、

神
戸

市
、

広
島

市
、

北
九

州
市

、
福

岡
市

、
八

戸
市

、
盛

岡
市

、
福

島
市

、
川

越
市

、
八

王
子

市
、

鳥
取

市
、

呉
市

、
久

留
米

市
、

宮
崎

市

○
補

助
率

等
補

助
率

：
１

／
２

H
3
1
基

準
額

（
案

）
：

１
４

８
，

９
０

０
円

（
月

額
）

○
相

談
実

績
平

成
２

８
年

度
：
５

３
，

１
２

９
件

（
内

訳
：電

話
３

１
，

７
３

１
件

、
面

接
１

６
，

０
５

２
件

、
メ

ー
ル

４
，

０
３

９
件

、
そ

の
他

１
，

３
０

７
件

）

○
相

談
内

容
・
女

性
の

心
身

に
関

す
る

相
談

（
２

８
，

１
０

７
件

）
・
不

妊
に

関
す

る
相

談
（１

１
，

４
６

２
件

）
・
思

春
期

の
健

康
相

談
（８

，
７

７
４

件
）

・
妊

娠
・
避

妊
に

関
す

る
相

談
（９

，
５

２
５

件
）

・
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
（１

１
，

８
５

９
件

）
・
婦

人
科

疾
患

・更
年

期
障

害
（
６

１
９

件
）

・
性

感
染

症
等

（
８

１
９

件
）

？

○
事

業
の

目
的

思
春

期
か

ら
更

年
期

に
至

る
女

性
を

対
象

と
し

、
各

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
身

体
的

・
精

神
的

な
悩

み
に

関
す

る
相

談
指

導
や

、
相

談
指

導
を

行
う

相
談

員
の

研
修

を
実

施
し

、
生

涯
を

通
じ

た
女

性
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

女
性

健
康

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

（
平

成
３

０
年

度
予

算
）

（
平

成
３

１
年

度
予

算
案
）

８
５

百
万

円
→

１
１

３
百

万
円

※
平
成
30
年
度
公
開

プ
ロ
セ
ス
で

の
指
摘
を

踏
ま
え
要
求
額
を
見
直

し

8
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特
定
妊
婦
等
に
対
す
る
産
科
受
診
等
支
援
（
案
）

○
実
施
主
体

・
・
・
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
実
施
す
る
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市

（
医
療
法
人
そ
の
他
の
機
関
又
は
団
体
に
委
託
す
る
こ
と
が
可
能
）

○
対
象
者

特
定
妊
婦
と
疑
わ
れ
る
者

（
特
定
妊
婦
：
出
産
後
の
養
育
に
つ
い
て
出
産
前
に
お
い
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
妊
婦
（
児
童
福
祉
法
第
６
条
の
３
第
５
項
）
）

○
事
業
内
容

女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
に
よ
り
妊
娠
に
悩
む
者
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
面
談
・
訪
問
相
談
等
に
よ
り
そ
の
状
況
を

確
認
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
行
う
と
と
も
に
、
産
科
受
診
等
が
困
難
な
特
定
妊
婦
と
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
産
科
等
医
療
機
関
へ
の
同
行
支
援
や
初
回

産
科
受
診
料
に
対
す
る
助
成
※
を
行
う
。
※
特
定
妊
婦
と
疑
わ
れ
る
者
の
う
ち
、
支
援
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
と
自
治
体
が
判
断
す
る
者

○
実
施
担
当
者

・
・
・

保
健
師
、
看
護
師
又
は
助
産
師
等

○
予
算
額
等
・
・
・

平
成
31
年
度
予
算
案
11
3百
万
円
(女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
)の
内
数

（
補
助
率
国
1/
2,
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
1/
2）

○
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
周
囲
に
相
談
で
き
ず
に
悩
む
者
に
つ
い
て
は
、
予
期
し
な
い
妊
娠
、
経
済
的
困
窮
、
社
会
的
孤
立
、
D
Vな
ど
の
様
々
な
背
景
が
あ
り
、

妊
婦
健
診
未
受
診
で
の
分
娩
や
０
歳
０
日
で
の
虐
待
死
に
至
る
場
合
が
あ
る
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
こ
の
た
め
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
の
相
談
対
応
を
行
う
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
特
定
妊
婦
と
疑
わ
れ
る
者
を
把
握
し
た
場
合
に
、
医
療
機
関
等
へ

の
同
行
支
援
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
状
況
を
確
認
し
、
関
係
機
関
へ
確
実
に
つ
な
ぐ
体
制
を
整
備
す
る
。

事
業

目
的

予
期

せ
ぬ

妊
娠

相
談

（
女

性
健

康
支

援
セ

ン
タ

ー
）

産
科

受
診

等
支

援
※

特
定

妊
婦

と
疑

わ
れ

る
者

の
う

ち
、

支
援

の
必

要
が

認
め

ら
れ

る
と

自
治

体
が

判
断

す
る

者
に

つ
い

て
、

医
療

機
関

に
お

け
る

妊
娠

判
定

に
か

か
る

費
用

を
補

助

産
科

受
診

等
が

困
難

な
特

定
妊

婦
と

疑
わ

れ
る

者

必
要

に
応

じ
て

面
談

・
訪

問
相

談
実

施
（
対

象
者

と
の

信
頼

関
係

の
構

築
）

妊
娠

検
査

薬
に

よ
り

妊
娠

判
定

実
施

事
業

内
容

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
、

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

等
関

係
機

関

連
携

連
携

（
イ

メ
ー

ジ
）

＜
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
拡
充
＞
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聴
覚

障
害

は
早

期
に

発
見

さ
れ

適
切

な
支

援
が

行
わ

れ
た

場
合

は
、

聴
覚

障
害

に
よ

る
音

声
言

語
発

達
等

へ
の

影
響

が
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
る

。
こ

の
た

め
、

聴
覚

障
害

の
早

期
発

見
・
早

期
療

育
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
新

生
児

聴
覚

検
査

に
係

る
協

議
会

の
設

置
や

、
研

修
会

の
実

施
、

普
及

啓
発

等
に

よ
り

、
都

道
府

県
に

お
け

る
推

進
体

制
を

整
備

す
る

。
（
平

成
２

９
年

度
創

設
）

○
新

生
児

聴
覚

検
査

に
係

る
行

政
機

関
、

医
療

機
関

、
教

育
機

関
、

医
師

会
・
患

者
会

等
の

関
係

機
関

等
に

よ
る

協
議

会
の

設
置

、
研

修
会

の
実

施
や

普
及

啓
発

等
に

よ
り

、
都

道
府

県
内

に
お

け
る

新
生

児
聴

覚
検

査
の

推
進

体
制

の
整

備
を

図
る

。
（
実

施
主

体
：
都

道
府

県
、

補
助

率
１

／
２

、
H

3
1
基

準
額

（
案

）
：
２

，
０

６
５

千
円

）
H

2
9
年

度
実

施
都

道
府

県
：
3
0
都

道
府

県

事
業

内
容

要
旨

＜
都

道
府

県
内

に
お

け
る

新
生

児
聴

覚
検

査
の

推
進

体
制

の
確

保
＞

○
医

療
機

関
や

教
育

機
関

な
ど

の
関

係
機

関
等

に
よ

る
協

議
会

の
設

置
○

医
療

機
関

従
事

者
等

に
対

す
る

研
修

会
の

実
施

や
新

生
児

聴
覚

検
査

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
作

成
等

に
よ

る
普

及
啓

発
○

県
内

に
お

け
る

事
業

実
施

の
た

め
の

手
引

書
の

作
成

な
ど

都
道

府
県

※
新

生
児

聴
覚

検
査

･･
･新

生
児

期
に

お
い

て
、

先
天

性
の

聴
覚

障
害

の
発

見
を

目
的

と
し

て
実

施
す

る
聴

覚
検

査
。

＜
新

生
児

聴
覚

検
査

の
実

施
＞

○
新

生
児

聴
覚

検
査

に
対

す
る

公
費

助
成

の
実

施
（
※

地
方

交
付

税
措

置
）

○
新

生
児

訪
問

等
の

際
に

、
母

子
健

康
手

帳
を

活
用

し
、

新
生

児
聴

覚
検

査
の

実
施

状
況

の
把

握
及

び
要

支
援

児
や

保
護

者
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

な
ど

市
町

村

支
援

新
生

児
聴

覚
検

査
の

体
制

整
備

事
業

（
平

成
30
年

度
予

算
）

（
平

成
31
年

度
予

算
案
）

４
９

百
万

円
→

４
９

百
万

円
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（
１

）
虐

待
予

防
に

向
け

た
広

報
・

啓
発

、
若

年
者

等
に

向
け

た
養

育
や

虐
待

予
防

に
資

す
る

知
識

の
普

及

（
２

）
国

民
運

動
健

や
か

親
子

2
1
 （

第
２

次
）

（
１

）
医

療
機

関
（

産
婦

人
科

、
精

神
科

、
小

児
科

、
歯

科
等

の
病

院
、

診
療

所
及

び
助

産
所

）
（

２
）

地
方

自
治

体
（

３
）

児
童

福
祉

施
設

（
助

産
施

設
）

母
子
保
健
施
策
を
通
じ
た
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
（
通
知
）

平
成

3
0
年

７
月

2
0
日

子
母

発
0
7
2
0
第

１
号

厚
生

労
働

省
子

ど
も

家
庭

局
母

子
保

健
課

長
通

知

（
１

）
母

子
保

健
施

策
を

通
じ

た
虐

待
の

発
生

予
防

〇
平

成
2
8
年

の
「

児
童

福
祉

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」
（

平
成

2
8
年

法
律

第
6
3
号

）
に

よ
り

改
正

さ
れ

た
児

童
福

祉
法

に
お

い
て

、
児

童
虐

待
に

つ
い

て
発

生
予

防
か

ら
自

立
支

援
ま

で
の

一
連

の
対

策
の

更
な

る
強

化
等

を
図

る
た

め
、

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

母
子

保
健

法
（

昭
和

4
0
年

法
律

第
1
4
1
号

）
で

は
「

母
子

健
康

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

」
。

）
が

法
定

化
さ

れ
た

。
〇

妊
娠

の
届

出
や

乳
幼

児
健

康
診

査
等

は
、

市
町

村
が

広
く

妊
産

婦
等

と
接

触
す

る
機

会
と

な
っ

て
お

り
、

悩
み

を
抱

え
る

妊
産

婦
等

を
早

期
に

発
見

し
相

談
支

援
に

つ
な

げ
る

な
ど

、
児

童
虐

待
の

予
防

や
早

期
発

見
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

に
留

意
す

る
こ

と
が

、
母

子
保

健
法

上
も

明
確

化
さ

れ
（

同
法

第
５

条
第

２
項

）
、

母
子

保
健

施
策

と
児

童
虐

待
防

止
対

策
と

の
連

携
を

よ
り

一
層

強
化

す
る

こ
と

と
さ

れ
た

。

１
．
基
本
的
考
え
方

（
１

）
母

性
、

乳
幼

児
の

健
康

診
査

及
び

母
子

保
健

指
導

実
施

（
２

）
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

（
３

）
妊

娠
等

に
関

す
る

相
談

窓
口

の
設

置
・

周
知

（
４

）
各

相
談

窓
口

で
の

対
応

２
．
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援

（
１

）
特

定
妊

婦
へ

の
支

援
（

２
）

乳
幼

児
健

康
診

査
、

予
防

接
種

を
受

け
て

い
な

い
家

庭
等

へ
の

支
援

（
３

）
育

児
不

安
等

を
抱

え
る

保
護

者
へ

の
支

援
（

４
）

要
支

援
児

童
等

に
関

す
る

情
報

提
供

３
．
養
育
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
の
把
握
及
び
支
援

４
．
関
係
機
関
の
役
割
と
連
携
強
化

５
．
広
報
・
周
知
啓
発
の
徹
底
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成
育
基
本
法
（
略
称
）
に
つ
い
て

「
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的

な
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
3
0
年
法
律
第
1
0
4
号
）

次
代
の
社
会
を
担
う
成
育
過
程
に
あ
る
者
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
心
身
の
健
や
か
な
成
育
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施

策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
保
護
者
及
び
医
療
関
係
者
等
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
成
育
医
療
等

基
本
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
成

育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
。

名
称 ○
定
義

○
基
本
理
念

○
国
、
地
方
公
共
団
体
、
保
護
者
、
医
療
関
係
者
等
の
責
務

○
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力

○
法
制
上
の
措
置
等

○
施
策
の
実
施
の
状
況
の
公
表

○
成
育
医
療
等
基
本
方
針
の
策
定
（
閣
議
決
定
・
公
表
・
最
低
６
年
ご
と
の
見
直
し
）
と
評
価

○
基
本
的
施
策
：

成
育
過
程
に
あ
る
者
・
妊
産
婦
に
対
す
る
医
療
／
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
保
健
／
教
育
及
び
普
及
啓
発
／
記
録
の
収
集

等
に
関
す
る
体
制
の
整
備
等
／
調
査
研
究

○
成
育
医
療
等
協
議
会
の
設
置

主
な
内
容

法
律
の
目
的

公
布
か
ら
一
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
日

施
行
日

公
布
日
：
平
成
3
0
年
1
2
月
1
4
日
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旧
優

生
保

護
法

に
つ

い
て

人
口
過
剰
問
題
や
ヤ
ミ
堕
胎
の
増
加
を
背
景
に
、
優
生
思
想
の
下
、
不
良
な
子
孫
を
出
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
母

性
の
生
命
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優
生
手
術
（
不
妊
手
術
）
や
人
工
妊
娠
中
絶
等
に
つ
い
て
規
定
。

昭
和
2
3
年

優
生
保
護
法
の
制
定
（
議
員
立
法
）

障
害

者
の

権
利

の
実

現
に

向
け

た
取

組
が

進
め

ら
れ

る
中

、
障

害
者

を
差

別
す

る
優

生
思

想
を

排
除

す
る

た
め

、
法

律
名

を
改

正
す

る
と

と
も

に
、

遺
伝

性
精

神
疾

患
等

を
理

由
と

し
て

た
優

生
手

術
（不

妊
手

術
）や

、
人

工
妊

娠
中

絶
に

関
す

る
規

定
を

削
除

し
た

。

平
成

８
年

優
生

保
護

法
を

母
体

保
護

法
に

改
正

（
議

員
立

法
）

本
人

同
意

本
人

同
意

不
要

審
査

会
決

定
保

護
者

同
意

審
査

会
決

定

3条
4条

12
条

遺
伝

性
疾

患
等

ら
い

疾
患

母
体

保
護

遺
伝

性
疾

患
非

遺
伝

性
疾

患

6,
96

7人
1,

55
1人

81
9,

97
5人

14
,5

66
人

1,
90

9人

【
件

数
】

本
人

の
同

意
に

よ
ら

な
い

不
妊

手
術

は
約

1万
65

00
件

、
同

意
の

あ
る

も
の

の
う

ち
、

遺
伝

性
疾

患
等

を
理

由
と

す
る

も
の

を
含

め
れ

ば
、

約
2万

50
00

人
。

本
人

の
同

意
に

よ
ら

な
い

も
の

は
、

都
道

府
県

に
設

置
さ

れ
た

「
優

生
保

護
審

査
会

」
に

て
、

審
査

・
決

定
。

約
1万

65
00

件
約

8,
50

0件

約
2
万

50
00

件
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旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金の支給等に関する 

立法措置について（基本方針） 
 

平成 30 年 12 月 10 日 

与党旧優生保護法に関する 

ワ ー キ ン グ チ ー ム 
 

１ 前文  

(1) 昭和２３年に制定された優生保護法に基づき、あるいは同法の存在を背景とし

て、特定の疾病や障害を有すること等を理由として多くの方々が、平成８年に改

正が行われるまでの間、その生殖を不能とする手術や放射線の照射を強いられ、

心身に多大な苦痛を受けてきたことに対して、我々は、真摯に反省し、心から深

くおわびする。 

(2) 今後、このような事態を二度と繰り返すことのないよう、障害や疾病の有無に

よって分け隔てられることなく全ての国民が相互に人格と個性を尊重し合いな

がら共生する社会の実現に向けて努力を尽くす決意を新たにするものである。 

(3) ここに、国としてこの問題に今後誠実に対応していく立場にあることを深く自

覚し、対象者に対する一時金の支給に関し必要な事項を定めるため、この法律を

制定する。 

２ 対象者  

次に掲げる者であって、この法律の施行の日において生存しているもの 

① 旧優生保護法第２章の規定により優生手術（同法第２条第１項に規定する優

生手術をいう。）を受けた者（同法第３条第１項第４号又は第５号に規定する者

に該当することのみを理由として、同項の規定により優生手術を受けた者を除

く。） 

② ①のほか、旧優生保護法が施行されている間（昭和２３年９月１１日から平

成８年９月２５日までの間）に、本人又は配偶者が旧優生保護法に規定する疾

病若しくは障害又は当該障害以外の障害を有していること等を理由として、生

殖を不能とすることを目的とする手術又は放射線の照射を受けた者 

３ 一時金の支給  

(1) 対象者には、一時金を支給する。一時金の額は、一律とする。 

※ 一時金の具体的な額は、諸外国の例等も参考に引き続き検討し、法律案を

提出するまでの間に決定する。 

(2) 対象者が、４(1)の一時金の請求をした後に死亡した場合であって、その者が受

けるべき一時金があるときは、その者の配偶者等で死亡時に生計同一であった遺

族に支給し、遺族がないときは相続人に支給する。 
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４ 権利の認定  

(1) 一時金の支給を受ける権利の認定は、これを受けようとする者の請求に基づい

て、厚生労働大臣が行う。 

(2) 厚生労働大臣の認定を受けようとする者は、その居住地の都道府県知事を経由

して請求を行うことができる。 

(3) 請求は、この法律の施行の日から起算して５年以内に行わなければならない。 

  この請求期限については、この法律の施行後における一時金の支給の請求の状

況を勘案し、必要に応じ、検討が加えられるものとする。 

(4) 厚生労働大臣は、請求があったときは、優生手術に関する記録に当該請求に係

る事実の記録がある場合を除き、当該事実があったかどうかに関し旧優生保護法

一時金支給認定審査会〔仮称〕（以下「認定審査会」という。）に審査を求めなけ

ればならない。 

(5) 認定審査会は、厚生労働省に置かれるものとし、医学、法律学、障害者福祉等

に関する専門的知識を有する者で構成する。 

(6) 認定審査会は、(4)の審査において、請求に係る事実について記録した資料がな

い場合においても、本人及び関係者の供述、医師の所見その他の資料を総合的に

勘案して、適切な判断を行うものとする。 

※ 参考とする資料の例 

・ 本人及び家族の証言 

・ 処置をした医師、福祉施設職員その他の関係者の証言 

・ 手術痕等についての医師の診断書 

・ 不妊手術等を受けたとする時期に請求者が旧優生保護法に規定する疾

病に罹患し、又は障害を有していたことを示す資料 

(7) 厚生労働大臣は、(4)により認定審査会に審査を求めた請求については、その審

査の結果に基づき、認定に関する処分を行わなければならない。 

(8) 厚生労働大臣及び認定審査会並びに都道府県知事は、必要があると認めるとき

は、公務所又は公私の団体に照会して必要な事項の報告を求めることができる。 

(9) 認定審査会は、必要があると認めるときは、請求者に対して、指定する医師の

診断を受けるよう求めることができる。 

５ 周知等  

(1) 国は、この法律の趣旨について、広報活動等を通じて国民に周知を図り、その

理解を得るよう努めるものとする。 

(2) 国及び地方公共団体は、国民に対し一時金の支給を受けるのに必要な情報を

十分かつ速やかに提供するために一時金の支給に関する制度の周知を適切に行 
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うとともに、一時金の支給の請求に関し利便を図るための相談支援の業務その他

の必要な措置を適切に講ずるものとする。この場合において、対象者の多くが障

害者であることを踏まえ、障害者支援施設その他の関係者の協力を得るとともに、

障害の特性に十分に配慮するものとする。 

※ 具体的な周知等の措置のイメージ 

・ 障害福祉サービスの認定、障害者手帳の更新等の行政手続の機会を利用

したきめ細やかな案内 

・ 行政による相談窓口の設置 

・ 弁護士会、医療関係者等の幅広い関係者の協力を得た相談支援の実施 

・ 広報用ポスター・パンフレットの活用 

・ 医療機関、障害者支援施設等を通じての申請の呼びかけ 

６ その他  

 一時金については、公租公課を課することができない。 

※ 優生手術等に関する調査の在り方については、法律案を提出するまでの間に

検討する。 
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都
道
府
県
等
に
お
け
る
旧
優
生
保
護
法
関
係
資
料
等
の
保
管
状
況
調
査
結
果
（
９
月
６
日
公
表
）

（
１
）
概
要

与
党

W
T及
び
超
党
派
議
連
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
都
道
府
県
等
が
保
有
す
る
優
生
手
術
に
関
す
る
資
料
の
保
管
状
況
を
調
査
。

■
調
査
１
：
旧
優
生
保
護
法
等
に
お
い
て
、
作
成
・
提
出
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
資
料
の
保
有
状
況

■
調
査
２
：
調
査
１
で
回
答
し
た
資
料
の
内
容
等
を
総
合
し
て
把
握
で
き
た
、
優
生
手
術
の
申
請
、
審
査
、
手
術
実
施
の
件
数

■
調
査
３
：
そ
の
他
、
旧
優
生
保
護
法
に
関
し
て
保
有
し
て
い
る
資
料
（
統
計
、
白
書
、
通
知
、
事
務
連
絡
等
）

（
２
）
調
査
対
象
等

■
対
象
機
関
：
都
道
府
県
、
保
健
所
設
置
市
、
特
別
区
に
お
け
る
行
政
機
関
（
本
庁
、
公
文
書
館
、
保
健
所
等
）

■
対
象
文
書
：
旧
優
生
保
護
法
３
条
（
１
号
～
３
号
）
、
４
条
、
１
２
条
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
優
生
手
術
に
関
す
る
資
料

■
調
査
実
施
時
期
：
平
成
３
０
年
４
月
２
５
日
～
平
成
３
０
年
６
月
２
９
日

（
３
）
調
査
結
果
※
括
弧
内
は
、
個
人
が
特
定
で
き
る
件
数
。

①
優
生
手
術
の
申
請
数
（
４
条
、
１
２
条
）
）

②
審
査
の
結
果
、
優
生
手
術
が
「
適
」
と
さ
れ
た
件
数
（
４
条
、
１
２
条
）

③
実
際
に
手
術
を
行
っ
た
件
数
（
３
条
、
４
条
、
１
２
条
）

４
条

１
２
条

不
明

計

3,
45

6
(3

,4
37

)
75

9
(6

57
)

1,
85

1
(1

,0
72

)
6,

06
6

（
5,

16
6）

４
条

１
２
条

不
明

計

3,
26

1
（
3,

25
5）

69
9

（
63

5）
1,

71
6

（
99

5）
5,

67
6

（
4,

88
5）

４
条
・
１
２
条

３
条

計
４
条

１
２
条

不
明

計

3,
00

2
（
1,

83
3）

61
2

（
17

4）
1,

37
3

（
1,

02
6）

4,
98

7
（
3,

03
3）

1,
70

9
（
0）

6,
69

6
（
3,

03
3）

■
第
３
条
：
本
人
の
同
意
に
基
づ
い
た
優
生
手
術

■
第
４
条
：
本
人
・
保
護
者
の
同
意
に
よ
ら
ず
、
優
生
保
護
審

査
会
で
審
査
・
決
定
さ
れ
る
優
生
手
術

■
第
１
２
条
：
保
護
者
の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
、
優
生
保
護
審

査
会
で
審
査
・
決
定
さ
れ
る
優
生
手
術

約
16

,5
00
件

約
8,

50
0件

約
25

,0
00
件

統
計
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
件
数
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厚
生
労
働
省
等
に
お
け
る
旧
優
生
保
護
法
関
係
資
料
の
調
査
結
果
（
９
月
６
日
公
表
）

□
与
党
Ｗ
Ｔ
及
び
超
党
派
議
連
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
等
が
保
有
す
る
旧
優
生
保
護
法
関
係
資
料
を
調
査
。

※
調
査
対
象
機
関
：
本
省
内
部
部
局
、
地
方
厚
生
局
、
保
健
医
療
科
学
院
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
、
重
監
房
資
料
館
、
国
立
公
文
書
館

□
調
査
の
結
果
確
認
で
き
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
に
該
当
す
る
部
分
や
、
非
公
開
で
の
関
係
団
体
と
の
面
会
に
お

け
る
団
体
側
の
発
言
な
ど
、
行
政
機
関
等
情
報
公
開
法
に
照
ら
し
て
不
開
示
と
す
べ
き
情
報
を
マ
ス
キ
ン
グ
し
た
う
え
で
、

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
。

調
査
概
要

□
旧
優
生
保
護
法
の
施
行
時
（
昭
和
2
3
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
）
に
作
成
・
取
得
し
た
文
書
で
あ
っ
て
、
優
生
手
術
に
関
す
る
資

料
、
計
2
5
0
件
を
確
認
。

調
査
結
果
等

④
厚
生
科
学
研
究
報
告
書
：

５
件

⑤
旧
優
生
保
護
法
の
改
正
等
に
係
る
内
部
検
討
資
料
：
3
7
件

⑥
そ
の
他
の
資
料
：

1
1
2
件

①
通
知
・
事
務
連
絡
：

2
0
件

②
自
治
体
か
ら
の
疑
義
照
会
・回
答
：

6
0
件

③
中
央
優
生
保
護
審
査
会
等
に
関
す
る
資
料
：
1
6件

＜
⑤
の
内
部
検
討
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
の
例
＞

■
優
生
手
術
の
一
部
対
象
疾
患
の
遺
伝
性
に
つ
い
て
、
遺
伝
性
の
も
の
か
否
か
医
学
的
統
一
見
解
は
無
い
と
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
（
昭
和
4
0
年
代
）

■
強
制
不
妊
手
術
に
つ
い
て
人
権
侵
害
が
甚
だ
し
い
こ
と
か
ら
廃
止
す
べ
き
旨
記
載
さ
れ
た
資
料
（
昭
和
6
0
年
代
～
平
成
元
年
）

既
に
削
除
さ
れ
た
規
定
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
資
料
は
現
時
点
で
は
歴
史
的
文
書
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
り
、
不
開
示
情
報
に
該
当
し
な
い
た
め
公
表
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医
療
機
関
・
福
祉
施
設
、
保
健
所
設
置
市
以
外
の
市
町
村
に
お
け
る

優
生
手
術
に
関
す
る
個
人
記
録
の
保
有
状
況
調
査
結
果

１
．
調
査
概
要

対
象
機
関
：

医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所
）

福
祉
施
設
（
障
害
者
支
援
施
設
、
障
害
児
入
所
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
養
護
施
設
、
児
童
心
理
治
療
施
設
、
児
童
自
立
支
施
設
、

援
護
施
設
、
婦
人
保
護
施
設
、
保
護
施
設
）

保
健
所
設
置
市
以
外
の
市
町
村

調
査
実
施
時
期
：
平
成

30
年
７
月

13
日
か
ら
平
成

30
年
９
月

21
日
ま
で
。

※
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
回
答
は
任
意
。

調
査

対
象
数

回
答
数

（
回
答
率
）

う
ち
、
個
人
記
録
が
あ
る

と
回
答
し
た
施
設
数

う
ち
、
個
人
記
録
が
あ

る
可
能
性
が
あ
る
と
回

答
し
た
施
設
数

人
数

医
療
機
関

10
3,

67
5

54
,9

06
（

53
％
）

54
60

9人
14

3

福
祉
施
設

4,
24

1
3,

33
2（

79
％
）

12
1

84
3人

71

計
10

7,
91

6
58

,2
38
（

54
％
）

17
5

1,
45

2人
21

4

２
．
調
査
結
果
の
概
要

※
「
個
人
記
録
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
」
の
判
断
基
準
例

・
法
の
施
行
当
時
か
ら
不
妊
手
術
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
で
あ
る
場
合

・
優
生
手
術
の
実
施
や
個
人
記
録
の
存
在
に
つ
い
て
職
員
や
施
設
入
所
者
等
の
記
憶
又
は
証
言
が
あ
る
場
合

１
０
月
３
１
日

公
表

保
健
所
設
置
市
以

外
の
市
町
村

1,
63

8
1,

63
8（

10
0％
）

18
15

1人
2
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住
民
（
親
子
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ

連
携
と
協
働

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
構
築

企
業

医
療
機
関

研
究
機
関

学
校

地
方
公
共
団
体

○
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
母
子
保
健
の
国
民
運
動
計
画

○
2
1
世
紀
の
母
子
保
健
の
取
組
の
方
向
性
と
目
標
や
指
標
を
示
し
た
も
の

○
第
１
次
計
画
（
2
0
0
1
年
～
2
0
1
4
年
）
・
第
２
次
計
画
（
2
0
1
5
年
度
～
2
0
2
4
年
度
）

「
健

や
か

親
子

２
１

」
と

は

【
基
盤
課
題
Ａ
】

切
れ

目
な

い
妊

産
婦

・
乳

幼
児

へ
の

保
健

対
策

【
基
盤
課
題
Ｂ
】

学
童

期
・
思

春
期

か
ら

成
人

期
に

向
け

た
保

健
対

策

【
基
盤
課
題
Ｃ
】

子
ど

も
の

健
や

か
な

成
長

を
見

守
り

育
む

地
域

づ
く
り

【
重
点
課
題
①
】

育
て

に
く
さ

を
感

じ
る

親
に

寄
り

添
う

支
援

【
重
点
課
題
②
】

妊
娠

期
か

ら
の

児
童

虐
待

防
止

対
策

「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
」
の
実
現

健
や
か
親
子
２
１
推
進
協
議
会

国
（
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
等
）
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関
係

省
庁

健
や
か
親
子
２
１
（
第
２
次
）
推
進
・
連
携
体
制
イ
メ
ー
ジ
図

す
べ

て
の

子
ど

も
が

健
や

か
に

育
つ

社
会

の
実

現

協
議

会
の

運
営

の
企

画
・
調

整

情
報
提
供

大
学

関
連

学
会

Ｎ
Ｐ

Ｏ

医
療

機
関

等

企
業

団
体

厚
生

労
働

省
子

ど
も

家
庭

局
母

子
保

健
課

（
運

動
全

体
の

企
画

・
立

案
・
進

捗
状

況
管

理
等

）

文
部

科
学

省

〈
地

方
公

共
団

体
〉

都
道

府
県

・
政

令
市

・
特

別
区

市
町

村

事
務

局
（
小

学
館

集
英

社
プ

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン

）

＜
ア
ワ
ー
ド
＞

○
先

進
的

で
優

れ
た

企
業

・
団

体
・

自
治

体
の

取
組

を
表

彰
す

る

サ
ロ

ン
（
情

報
交

換
の

場
）

<
全

国
大

会
>

主
催

：
国

、
都

道
府

県
、

母
子

愛
育

会
、

母
子

保
健

推
進

会
議

、
日

本
家

族
計

画
協

会
○

全
国

か
ら

母
子

保
健

関
係

者
を

集
め

母
子

保
健

の
諸

問
題

の
研

究
討

議
す

る
○

母
子

保
健

事
業

の
推

進
に

功
績

の
あ

っ
た

個
人

及
び

団
体

を
表

彰
す

る

○
協

議
会

の
運

営
○

啓
発

・
普

及
・
情

報
発

信

〈
健

や
か

親
子

２
１

推
進

協
議

会
〉

「
健

や
か

親
子

２
１

（
第

２
次

）
」
に

関
す

る
主

要
課

題
に

対
す

る

取
組

に
つ

い
て

、
専

門
的

立
場

か
ら

効
果

的
な

調
整

・
推

進
を

図
る

総
会

（
全

団
体

が
参

加
）

幹
事

会

参
画

団
体

（
8
7
団

体
）

運
動

方
針

等
重

要
事

項
の

決
定

３ 虐 待 防 止

２ 育 児 支 援

１ 情 報 発 信

４ 調 査 研 究

○
テ

ー
マ

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
団

体
同

士
が

連
携

し
て

取
組

を
推

進
す

る

○
各

団
体

内
で

「
健

や
か

親
子

２
１

」
に

関
連

す
る

取
組

を
実

施

運
営
・
支
援

（
重

点
課

題
②

）
妊

娠
期

か
ら

の
児

童
虐

待
防

止
対

策
（
12

指
標

）
（
重

点
課

題
①

）
育

て
に

く
さ

を
感

じ
る

親
に

寄
り

添
う

支
援

（
５

指
標

）

（
基

盤
課

題
Ａ

）
切

れ
目

な
い

妊
産

婦
・
乳

幼
児

へ
の

保
健

対
策

（
16

指
標

）
（
基

盤
課

題
Ｂ

）
学

童
期

・
思

春
期

か
ら

成
人

期
に

向
け

た
保

健
対

策
（
11

指
標

）

（
基

盤
課

題
Ｃ

）
子

ど
も

の
健

や
か

な
成

長
を

見
守

り
育

む
地

域
づ

く
り

（８
指

標
）

各
地
域
内
で

連
携

運
営
・
支
援

〈
応

援
メ

ン
バ

ー
〉

○
「
健

や
か

親
子

２
１

」
へ

の
参

加
意

思
表

明

○
趣

旨
に

あ
っ

た
取

組
を

行
う

（
情

報
発

信
等

）

連 携

連
携

連 携

連 携

連
携

申
請

受
付連
携

連 携
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「
健

や
か

親
子

２
１

（
第

２
次

）
」
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

年
度

２
０

１
７

（
H

2
9
）

２
０

１
８

（
H

3
0
）

２
０

１
９

（
H

3
1
）

…
２

０
２

４

全
体

２
０

１
５

年
度

（
H

27
年

度
）～

第
２

次
開

始
中

間
評

価
第 ２ 次

終 了

国

・
母

子
保

健
課

調
査

等
の

実
施

（
指

標
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

）

・
強

化
が

必
要

な
課

題
の

整
理

・
指

標
の

適
切

な
調

査
方

法
の

周
知

・
母

子
保

健
課

調
査

や
定

期
調

査
で

把
握

で
き

な
い

指
標

の
調

査
実

施

・
中

間
評

価
に

向
け

た
課

題
の

整
理

（
新

た
に

取
り

組
む

べ
き

課
題

含
む

）

検
討

会
開

催

最
終

評
価

・
次

期
計

画
検

討

地
方

公
共

団
体

・
地

域
格

差
縮

小
の

た
め

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

母
子

保
健

計
画

の
策

定
・
推

進
・
評

価
を

実
施

・
母

子
保

健
課

調
査

へ
の

協
力

（
乳

幼
児

健
診

問
診

項
目

、
母

子
保

健
事

業
の

実
施

状
況

調
査

）

・
乳

幼
児

健
診

問
診

項
目

中
間

評
価

前
年

度
追

加
項

目
の

調
査

協
力

中
間

評
価

・
計

画
修

正
等

推
進

協
議

会

・
総

会
（
年

間
１

回
程

度
：
取

組
の

共
有

・
方

針
の

決
定

）
、

幹
事

会
（
年

間
３

回
程

度
）
の

開
催

・
団

体
同

士
の

連
携

し
た

取
組

推
進

に
向

け
た

体
制

の
強

化
・
取

組
の

共
通

テ
ー

マ
を

検
討

・
重

点
的

に
取

り
組

む
べ

き
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
組

の
推

進
を

図
る

応
援

メ
ン

バ
ー

「
健

や
か

親
子

２
１

」
の

趣
旨

に
賛

同
す

る
企

業
・
団

体
等

が
参

画
し

、
そ

の
趣

旨
に

沿
っ

た
活

動
の

推
進

に
努

め
る

関
係
者
や
関
係
機
関
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
」
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
推
進
を
図
っ
て
い
く

テ
ー

マ
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

取
組

推
進

共
通

テ
ー

マ
に

つ
い

て
専

門
的

な
立

場
か

ら
推

進

普
及

・
啓

発

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

運
用

強
化

・
マ

タ
ニ

テ
ィ

マ
ー

ク
・
妊

産
婦

の
食

育
・
啓

発
に

関
す

る
検

討
・
計

画
に

沿
っ

た
啓

発

計
画

的
な

啓
発
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健
や
か
親
子
２
１
全
国
大
会
に
つ
い
て

年
度

開
催
日

開
催
都
道
府
県

2
0
1
5
年

度
1
0
月

７
日

（
水

）
～

９
日

（
金

）
神

奈
川

県

2
0
1
6
年

度
1
0
月

３
日

（
月

）
～

５
日

（
水

）
岡

山
県

2
0
1
7
年

度
1
0
月

2
5
日

（
水

）
～

2
7
日

（
金

）
宮

崎
県

2
0
1
8
年

度
1
1
月

７
日

（
水

）
～

９
日

（
金

）
三

重
県

2
0
1
9
年

度
1
1
月

７
日

（
木

）
～

８
日

（
金

）
（

予
定

）
千

葉
県

（
予

定
）

す
べ

て
の

子
ど

も
が

健
や

か
に

育
つ

社
会

を
実

現
す

る
た

め
、

全
国

か
ら

母
子

保
健

事
業

及
び

家
族

計
画

関
係

者
多

数
の

参
加

を
求

め
、

母
子

保
健

の
諸

問
題

に
つ

い
て

の
研

究
討

議
に

よ
り

「
健

や
か

親
子

２
１

」
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

事
業

推
進

に
功

績
の

あ
っ

た
個

人
及

び
団

体
を

表
彰

し
、

も
っ

て
、

我
が

国
の

母
子

保
健

事
業

及
び

家
族

計
画

事
業

の
一

層
の

推
進

を
図

る
。

＜
最
近
の
開
催
状
況
＞

（
参

考
）

2
0
1
8
年

度
三

重
大

会
の

開
催

状
況

参
加

者
延

べ
約

1
7
0
0
名

○
大

会
テ

ー
マ

母
か

ら
子

へ
～

常
若

（
と

こ
わ

か
）

に
輝

く
社

会
を

め
ざ

し
て

～
○

表
彰

厚
生

労
働

大
臣

表
彰

・
恩

賜
財

団
母

子
愛

育
会

会
長

表
彰

・
日

本
家

族
計

画
協

会
会

長
表

彰
・

母
子

保
健

推
進

会
議

会
長

表
彰

○
特

別
講

演
「

奇
跡

の
す

ぐ
そ

ば
に

い
る

と
い

う
こ

と
」

荻
田

和
秀

氏
（

り
ん

く
う

総
合

医
療

総
合

セ
ン

タ
ー

泉
州

広
域

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

長
兼

産
婦

人
科

部
長

）
○

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
お

母
さ

ん
の

心
と

体
、

み
ん

な
で

支
え

よ
に

！
～

産
前

・
産

後
に

お
け

る
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

め
ざ

し
て

～
」

基
調

講
演

岡
野

禎
治

氏
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
（

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
パ

ネ
リ

ス
ト

５
名

）
○

そ
の

他
、

主
催

団
体

に
よ

る
併

設
集

会
の

開
催
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「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
（
母
子
保
健
分
野
）
」
に
つ
い
て

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
（
母
子
保
健
分
野
）
」
に
つ
い
て

平
成

2
7
年

度
よ

り
、

母
子

の
健

康
増

進
を

目
的

と
す

る
優

れ
た

取
組

を
行

う
企

業
・
団

体
・
自

治
体

を
表

彰
し

、
こ

れ
を

広
く
国

民
に

周
知

す
る

こ
と

に
よ

り
、

あ
ら

ゆ
る

世
代

の
す

こ
や

か
な

暮
ら

し
を

支
え

る
良

好
な

社
会

環
境

の
構

築
を

推
進

。

第
７
回
「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
（
母
子
保
健
分
野
）
」

応
募

期
間

：
平

成
3
0
年

７
月

２
日

（
月

）
～

８
月

2
4
日

（
金

）
表

彰
式

：
平

成
3
0
年

1
1
月

1
9
日

（
月

）
応

募
対

象
：
す

べ
て

の
子

ど
も

が
健

や
か

に
育

つ
社

会
の

実
現

に
向

け
、

母
子

の
健

康
増

進
を

目
的

と
す

る
優

れ
た

取
組

を
行

っ
て

い
る

企
業

・
団

体
・
自

治
体

詳
細
は
、
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
→

h
tt

p:
/
/
su

ko
ya

ka
2
1
.jp

/
ke

n
ko

u
-
aw

ar
d2

0
1
8

【
厚
生
労
働
大
臣
最
優
秀
賞
】

（
１

件
）

静
岡

県
「

小
さ

く
生

ま
れ

た
赤

ち
ゃ

ん
と

マ
マ

・
パ

パ
の

た
め

の
手

帳
に

よ
る

育
児

支
援

～
し

ず
お

か
リ

ト
ル

ベ
ビ

ー
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
～

」
【
厚
生
労
働
大
臣
優
秀
賞
】

（
３

件
）

＜
企

業
部

門
＞

ソ
ニ

ー
株

式
会

社
「

子
育

て
に

活
用

で
き

る
電

子
お

薬
手

帳
サ

ー
ビ

ス
「

h
a
rm

o
（

ハ
ル

モ
）

」
」

＜
団

体
部

門
＞

特
定

非
営

利
活

動
法

人
こ

ま
ち

ぷ
ら

す
「

地
域

で
子

育
て

を
歓

迎
す

る
官

民
住

民
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
～

ウ
ェ

ル
カ

ム
ベ

ビ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

～
」

＜
自

治
体

部
門

＞
東

郷
町

（
愛

知
県

）
「

東
郷

モ
デ

ル
「

支
援

を
つ

な
ぐ

～
発

達
障

が
い

児
の

早
期

発
見

・
早

期
支

援
の

取
り

組
み

～
」

」
【
子
ど
も
家
庭
局
長
賞
（
受
賞
団
体
の
み
）
】

（
８

件
（

企
業

部
門

３
件

、
団

体
部

門
３

件
、

自
治

体
部

門
２

件
）

）
＜

企
業

部
門

＞
C
I 

In
c.

/（
株

）
ベ

ビ
ー

カ
レ

ン
ダ

ー
/（

株
）

ヘ
ル

ス
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
ズ

＜
団

体
部

門
＞

（
N

P
O

法
人

）
ぎ

ふ
多

胎
ネ

ッ
ト

/（
N

P
O

法
人

）
新

座
子

育
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

/（
認

定
N

P
O

法
人

）
マ

イ
マ

マ
・

セ
ラ

ピ
ー

＜
自

治
体

部
門

＞
開

成
町

（
神

奈
川

県
）

/福
岡

市
（

福
岡

県
）

第
7
回
受
賞
取
組
等

応
募

数
56

件
（
内

訳
企

業
部

門
19

件
団

体
部

門
22

件
自

治
体

部
門

15
件

）
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マ
タ

ニ
テ

ィ
マ

ー
ク

を
と

お
し

た
「
妊

産
婦

に
や

さ
し

い
環

境
づ

く
り

」
の

推
進

に
つ

い
て

◇
マ

タ
ニ

テ
ィ

マ
ー

ク
入

り
グ

ッ
ズ

等
を

何
ら

か
の

方
法

で
妊

産
婦

へ
配

布
し

て
い

る
市

区
町

村
数

は
、

1,
70

6か
所

（
98

.0
％

）

◇
妊

産
婦

が
交

通
機

関
等

を
利

用
す

る
際

に
身

に
つ

け
、

周
囲

が
妊

産
婦

へ
の

配
慮

を
示

し
や

す
く
す

る
も

の
。

◇
交

通
機

関
、

職
場

、
飲

食
店

、
そ

の
他

の
公

共
機

関
等

が
、

そ
の

取
組

や
呼

び
か

け
文

を
付

し
て

ポ
ス

タ
ー

な
ど

と
し

て
掲

示
し

、
妊

産
婦

に
や

さ
し

い
環

境
づ

く
り

を
推

進
す

る
も

の
。

○
目
的

◇
「
健
や
か
親
子
２
１
」
推
進
検
討
会
に
お
い
て
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
募
集

◇
平
成
１
８
年
３
月
に
発
表

→
マ
ー
ク
を
妊
産
婦
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

→
妊
産
婦
に
対
す
る
気
遣
い
な
ど
、
妊
産
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
に
関
し
て
広
く
国
民
の
関
心

を
喚
起

◇
現
在
の
取
り
組
み

→
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
政
府
広
報
、
ポ
ス
タ
ー
等
、
様
々
な
機
会
を
通
し
て
広
く
周
知

→
関
係
省
庁
を
と
お
し
て
、
交
通
機
関
、
職
場
、
飲
食
店
等
に
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
依
頼

◇
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
正
し
い
意
味
の
周
知
啓
発

→
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
の
作
成
（
平
成

29
年

3月
10
日
）

→
メ
デ
ィ
ア
と
連
携
し
た
啓
発
（
平
成

29
年

12
月
ド
ラ
マ
「
コ
ウ
ノ
ド
リ
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
）
を
実
施

○
マ

ー
ク

の
普

及
に

向
け

た
取

り
組

み
○

市
町

村
に

お
け

る
取

組
状

況

◇
マ
ー
ク
を
知
っ
て
る
国
民
は

45
.6
％
（
20

代
～

30
代
で
は
約
７
割
）
。

平
成

26
年
度
母
子
保
健
に
関
す
る
世
論
調
査

◇
52

.3
％
の
母
親
が
妊
娠
中
に
マ
ー
ク
を

使
用
し
て
い
な
い
。

平
成

25
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
調
べ

○
認
知
度
・
使
用
状
況

【
マ

タ
ニ

テ
ィ

マ
ー

ク
の

利
用

方
法

に
つ

い
て

】

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
個
人
、
自
治
体
、
民
間
団
体
等
で
自
由
に
利
用
で
き
ま
す

体
調
の
悪
そ
う
な
妊
婦
さ
ん
に
気
づ
い
た
ら

声
を
か
け
ま
し
ょ
う

電
車
や
バ
ス
な
ど
で
妊
婦
さ
ん
に

席
を
譲
り
ま
し
ょ
う

妊
婦
さ
ん
の
近
く
で
は

喫
煙
を
や
め
ま
し
ょ
う

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
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子 母 発 1 2 2 5 第 １ 号 

平成 30 年 12 月 25 日 

 

 

   都 道 府 県 

各  保健所設置市  母子保健主管部（局）長 殿  

   特 別 区 

 

 

厚生労働省子ども家庭局母子保健課長  

（ 公  印  省  略 ）  

 

 

母子健康手帳の任意記載事項様式について  

 

母子保健事業の推進については、かねてより特段のご配慮をいただいている

ところであり、深く感謝申し上げます。 

 標記について、2019（平成 31）年４月１日以降に交付する母子健康手帳の母

子保健法施行規則（昭和 40 年厚生省令第 55 号）様式第３号以外の任意記載事

項様式（53 頁以降）を別添のとおりといたします。 

つきましては、母子健康手帳作成の際に、別添を参考にして作成していただ

くようお願いいたします。 

 また、都道府県におかれましては、貴管内市町村（保健所設置市を除く）に

対して、ご周知いただきますようお願いいたします。  

なお、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の４第１項に

規定する技術的な助言として発出するものであることを申し添えます。 
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－634－



－635－



－636－



－637－



－638－



－639－



－640－



－641－



－642－



－643－



－644－



－645－



－646－



－647－



－648－



－649－



－650－



－651－



－652－



－653－



－654－



001 北 海 道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 30 14 32 179 13% 17% 8% 18%

002 青 森 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 4 0 3 40 15% 10% 0% 8%

003 岩 手 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 8 7 9 33 21% 24% 21% 27%

004 宮 城 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 4 2 8 35 17% 11% 6% 23%

005 秋 田 県 ○ ○ ○ ○ 1 1 0 6 25 4% 4% 0% 24%

006 山 形 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 7 0 24 35 43% 20% 0% 69%

007 福 島 県 ○ ○ (○) ○ ○ ○ ○ 11 54 54 30 59 19% 92% 92% 51%

008 茨 城 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 27 26 19 44 16% 61% 59% 43%

009 栃 木 県 ○ ○ ○ ○ ○ 7 14 13 21 25 28% 56% 52% 84%

010 群 馬 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 12 1 7 35 11% 34% 3% 20%

011 埼 玉 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 15 1 45 63 11% 24% 2% 71%

012 千 葉 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 26 4 27 54 24% 48% 7% 50%

013 東 京 都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 24 0 35 62 23% 39% 0% 56%

014 神 奈 川 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 10 6 22 33 18% 30% 18% 67%

015 新 潟 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 8 2 12 30 20% 27% 7% 40%

016 富 山 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 14 15 11 15 60% 93% 100% 73%

017 石 川 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 9 9 9 19 16% 47% 47% 47%

018 福 井 県 ○ (○) ○ ○ ○ 5 7 4 11 17 29% 41% 24% 65%

019 山 梨 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 21 21 14 27 15% 78% 78% 52%

020 長 野 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 46 20 29 77 29% 60% 26% 38%

021 岐 阜 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 9 3 12 42 7% 21% 7% 29%

022 静 岡 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 28 28 24 35 46% 80% 80% 69%

023 愛 知 県 ○ ○ ○ ○ ○ 11 31 29 34 54 20% 57% 54% 63%

024 三 重 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 22 9 17 29 38% 76% 31% 59%

025 滋 賀 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 14 1 17 19 79% 74% 5% 89%

026 京 都 府 ○ ○ ○ ○ 13 12 7 17 26 50% 46% 27% 65%

027 大 阪 府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 26 18 24 43 58% 60% 42% 56%

028 兵 庫 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 28 14 35 41 56% 68% 34% 85%

029 奈 良 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 11 1 23 39 44% 28% 3% 59%

030 和 歌 山 県 ○ (○) ○ ○ ○ ○ 9 7 2 15 30 30% 23% 7% 50%

031 鳥 取 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 12 1 19 19 37% 63% 5% 100%

032 島 根 県 ○ ○ ○ ○ ○ 2 9 5 9 19 11% 47% 26% 47%

033 岡 山 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 17 11 16 27 22% 63% 41% 59%

034 広 島 県 ○ ○ ○ ○ 8 11 8 15 23 35% 48% 35% 65%

035 山 口 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 12 7 13 19 42% 63% 37% 68%

036 徳 島 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 3 1 1 24 13% 13% 4% 4%

037 香 川 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 8 0 6 17 18% 47% 0% 35%

038 愛 媛 県 ○ ○ ○ ○ ○ 2 5 0 3 20 10% 25% 0% 15%

039 高 知 県 ○ ○ ○ ○ ○ 14 4 0 17 34 41% 12% 0% 50%

040 福 岡 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 13 2 21 60 18% 22% 3% 35%

041 佐 賀 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 4 1 8 20 20% 20% 5% 40%

042 長 崎 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 7 1 4 21 5% 33% 5% 19%

043 熊 本 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3 2 7 45 4% 7% 4% 16%

044 大 分 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 0 4 18 0% 11% 0% 22%

045 宮 崎 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 7 6 9 26 15% 27% 23% 35%

046 鹿 児 島 県 ○ ○ ○ ○ ○ 9 19 7 15 43 21% 44% 16% 35%

047 沖 縄 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 1 2 41 0% 5% 2% 5%

(47) (47)

18 29 46 45 29 47 42 34 403 667 364 761 1,741 23% 38% 21% 44%

(73) (67)

19 49 60 64 121

不 妊 専
門 相 談
セ ン
タ ー 事

業

女 性 健
康 支 援
セ ン
タ ー 事

業

小  計

指定都市等
を含む合計

※生涯を通じた女性の健康支援事業の(○）は、国庫補助を受けないで実施しているもの。また、
小計等の（　）内は、国庫補助を受けていない自治体を含む数である。

　母子保健医療対策等総合支援事業の実施状況

生涯を通じた女性の健康
支 援 事 業

子 ど も
の 心 の
診 療
ネ ッ ト
ワ ー ク
事 業

HTLV-1
母 子 感
染 対 策

健 康 教
育

事 業

平成30年度(国庫補助対象分）

実 施 市 町 村 の 割 合 ａ ／ ｂ

市 町 村 数
（指定都市
等を含む）

ｂ

産前･産
後 サ
ポ ー ト
事 業

産 後 ケ
ア 事 業

産 婦 健
康 診 査
事 業

(参考)
子 育 て
世 代 包
括 支 援
セ ン
タ ー
(H30)

実 施 市 町 村 数 ａ

産前･産
後 サ
ポ ー ト
事 業

産 後 ケ
ア 事 業

(参考)
子 育 て
世 代 包
括 支 援
セ ン
タ ー
(H30)

新 生 児
聴 覚 検
査 体 制
整 備 事

業

産 婦 健
康 診 査
事 業

不 妊 に
悩 む 方
へ の 特
定 治 療
支 援 事

業

妊 娠 ・
出 産 包
括 支 援
事 業
（ 妊
娠 ・ 出
産 包 括
支 援 推
進 事
業 ）

※子育て世代包括支援センターは、平成30年4月１日現在でセンターを設置している市町村数を参
考として記載
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048 札 幌 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

049 仙 台 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

050 さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

051 千 葉 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

052 横 浜 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

053 川 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

054 相 模 原 市 ○ ○ ○

055 新 潟 市 (○) ○ ○ ○ ○

056 静 岡 市 (○) ○ ○ ○ ○ ○

057 浜 松 市 (○) ○ ○ ○ ○

058 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

059 京 都 市 (○) ○ ○ ○ ○ ○ ○

060 大 阪 市 (○) ○ ○ ○ ○

061 堺 市 (○) ○ ○ ○ ○ ○ ○

062 神 戸 市 (○) ○ ○ ○ ○ ○

063 岡 山 市 ○ ○

064 広 島 市 ○ (○) ○ ○ ○ ○ ○

065 北 九 州 市 ○ (○) ○ ○ ○ ○

066 福 岡 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

067 熊 本 市 ○ ○

068 旭 川 市 ○ ○ ○ ○

069 函 館 市 ○ ○ ○ ○ ○

070 青 森 市 ○ ○ ○

071 八 戸 市 ○ ○ ○ ○ ○

072 盛 岡 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

073 秋 田 市 ○ ○ ○

074 郡 山 市 ○ ○ ○ ○ ○

075 い わ き 市 ○ ○ ○ ○ ○

076 福 島 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

077 宇 都 宮 市 ○ ○ ○ ○ ○

078 前 橋 市 ○ ○ ○

079 高 崎 市 ○ ○

080 川 越 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

081 越 谷 市 ○ ○ ○

082 川 口 市 ○ ○ ○

083 船 橋 市 ○ ○ ○ ○ ○

084 柏 市 ○ ○ ○ ○

085 八 王 子 市 (○) ○ ○ ○

086 横 須 賀 市 ○ ○ ○ ○

087 富 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

088 金 沢 市 ○ ○ ○ ○ ○

089 長 野 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

090 岐 阜 市 ○ ○

091 豊 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

092 豊 橋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

093 岡 崎 市 ○ ○

094 大 津 市 ○ ○ ○ ○

095 高 槻 市 ○ ○ ○

096 東 大 阪 市 ○ ○ ○ ○

097 豊 中 市 ○ ○ ○ ○ ○

098 枚 方 市 ○ ○ ○ ○ ○

099 八 尾 市 ○ ○ ○ ○ ○

100 姫 路 市 ○ ○ ○

101 西 宮 市 ○ ○ ○

102 尼 崎 市 ○ ○ ○

103 明 石 市 ○ ○ ○

104 奈 良 市 ○ ○ ○ ○

105 和 歌 山 市 (○) ○ ○ ○ ○ ○

106 鳥 取 市 (○) ○ ○ ○ ○

107 松 江 市 ○ ○ ○

108 倉 敷 市 ○ ○ ○

109 福 山 市 ○ ○ ○ ○

110 呉 市 (○) ○ ○ ○ ○ ○

111 下 関 市 ○ ○ ○ ○ ○

112 高 松 市 ○ ○ ○

113 松 山 市 ○ ○ ○

114 高 知 市 ○ ○ ○

115 久 留 米 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

116 長 崎 市 ○ ○ ○

117 佐 世 保 市 ○ ○ ○ ○

118 大 分 市 ○

119 宮 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

120 鹿 児 島 市 ○ ○ ○ ○ ○

121 那 覇 市 ○ ○ ○

(26) (20)

1 20 14 19 74 43 56 35 66

生 涯 を 通 じ た 女 性 の
健 康 支 援 事 業

健 康 教
育

事 業

不 妊 に
悩 む 方
へ の 特
定 治 療
支 援 事

業

市 町 村 事 業 ( 再 掲 )

産前･産
後 サ
ポ ー ト
事 業

産 後 ケ
ア 事 業

(参考)
子 育 て
世 代 包
括 支 援
セ ン
タ ー
(H30)

女 性 健
康 支 援
セ ン
タ ー 事

業

不 妊 専
門 相 談
セ ン
タ ー 事

業

産 婦 健
康 診 査
事 業

子 ど も
の 心 の
診 療
ネ ッ ト
ワ ー ク
事 業

小　計
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‰ 順位 件数 ‰ ‰ 順位 ‰ 順位 ‰ 順位 件数 ‰ 20歳未満 ‰ 順位

1 北 海 道 4.4 4 2 5.7 6.4 45 1.9 19 1.0 14 7,234 7.0 738 6.5 4

2 青 森 県 4.0 9 - - 6.3 46 2.2 11 1.6 2 1,618 7.1 130 4.5 24

3 岩 手 県 2.8 42 - - 6.5 44 2.7 3 1.2 7 1,556 7.0 91 3.3 41

4 宮 城 県 3.6 21 1 5.9 7.2 26 2.0 17 0.9 17 3,548 7.5 280 5.3 11

5 秋 田 県 4.1 6 1 18.2 5.4 47 3.3 2 2.2 1 1,001 6.2 40 2.0 47

6 山 形 県 4.7 2 - - 6.6 42 1.7 32 1.2 7 1,168 6.1 68 2.7 46

7 福 島 県 3.9 11 2 14.8 7.1 30 1.7 32 0.7 37 2,577 7.7 198 4.4 25

8 茨 城 県 3.4 27 1 4.8 7.2 26 2.2 11 1.0 14 2,653 4.8 232 3.4 39

9 栃 木 県 2.9 38 - - 7.3 23 1.9 19 0.9 17 1,623 4.3 140 3.1 43

10 群 馬 県 4.1 6 - - 6.9 36 2.5 6 1.3 5 2,543 6.8 226 4.7 20

11 埼 玉 県 3.3 31 4 7.4 7.4 22 1.8 27 0.7 37 5,906 3.9 507 3.0 44

12 千 葉 県 3.8 12 2 4.4 7.2 26 2.0 17 0.9 17 6,051 4.7 546 3.9 31

13 東 京 都 3.4 27 - - 8.2 6 1.6 34 0.8 27 26,421 8.2 1,843 6.8 2

14 神 奈 川 県 3.8 12 4 5.8 7.6 18 2.3 10 1.2 7 11,164 5.7 945 4.5 22

15 新 潟 県 3.4 27 2 13.1 6.6 42 1.6 34 0.8 27 2,441 5.9 180 3.5 38

16 富 山 県 3.1 37 2 27.4 6.9 36 1.3 44 0.4 46 1,013 5.2 83 3.3 40

17 石 川 県 3.7 17 - - 7.7 13 1.8 27 0.8 27 1,353 6.0 103 3.7 34

18 福 井 県 2.9 38 - - 7.6 18 1.9 19 0.9 17 951 6.5 69 3.6 35

19 山 梨 県 4.2 5 - - 7.0 34 1.9 19 1.1 10 826 5.4 64 3.2 42

20 長 野 県 3.6 21 - - 7.1 30 1.1 46 0.8 27 2,130 5.6 179 3.6 36

21 岐 阜 県 3.8 12 1 7.0 7.1 30 2.1 15 0.9 17 2,089 5.4 188 3.8 33

22 静 岡 県 3.2 33 1 3.7 7.3 23 1.8 27 0.5 45 3,834 5.5 356 4.2 27

23 愛 知 県 3.2 33 1 1.6 8.5 3 1.6 34 0.7 37 8,739 5.5 728 4.0 29

24 三 重 県 3.5 23 1 7.7 7.2 26 1.4 41 0.8 27 1,987 5.7 175 4.0 30

25 滋 賀 県 3.2 33 1 8.5 8.3 5 2.2 11 0.9 17 1,329 4.5 153 4.3 26

26 京 都 府 2.6 44 - - 7.3 23 1.5 39 0.6 43 3,364 6.1 296 4.9 18

27 大 阪 府 2.9 38 - - 7.7 13 1.9 19 0.8 27 13,637 7.1 1,323 6.4 6

28 兵 庫 県 2.9 38 2 4.7 7.7 13 1.4 41 0.6 43 5,424 4.8 473 3.6 37

29 奈 良 県 4.7 2 - - 6.7 41 2.6 4 1.3 5 934 3.5 97 2.9 45

30 和 歌 山 県 3.4 27 - - 6.9 36 1.9 19 0.8 27 1,076 6.2 104 4.5 23

31 鳥 取 県 2.5 45 - - 7.7 13 1.4 41 0.9 17 946 9.3 84 6.5 5

32 島 根 県 2.5 45 1 19.2 7.5 21 1.8 27 0.8 27 737 6.3 65 4.1 28

33 岡 山 県 3.7 17 1 6.6 7.9 10 1.5 39 0.7 37 2,267 6.0 216 4.7 21

34 広 島 県 3.5 23 - - 7.9 10 1.9 19 0.9 17 4,107 7.3 388 5.9 8

35 山 口 県 4.0 9 - - 6.9 36 3.6 1 1.6 2 1,605 6.5 161 5.0 17

36 徳 島 県 3.5 23 - - 7.0 34 1.9 19 0.8 27 830 6.1 65 3.8 32

37 香 川 県 2.8 42 - - 7.7 13 2.4 8 1.1 10 1,254 6.9 119 5.2 15

38 愛 媛 県 5.1 1 - - 7.1 30 1.3 44 0.7 37 1,831 7.4 202 6.5 3

39 高 知 県 3.7 17 - - 6.8 40 2.1 15 0.8 27 945 7.6 87 5.4 10

40 福 岡 県 3.7 17 - - 8.6 2 1.8 27 0.9 17 9,742 9.1 973 8.2 1

41 佐 賀 県 3.3 31 1 14.5 8.2 6 1.6 34 0.7 37 1,240 8.0 110 5.2 13

42 長 崎 県 3.2 33 - - 7.8 12 2.4 8 1.1 10 1,936 7.9 168 5.3 12

43 熊 本 県 4.1 6 1 6.6 8.4 4 1.6 34 1.0 14 3,057 9.3 248 6.0 7

44 大 分 県 3.8 12 - - 7.6 18 2.2 11 0.9 17 1,599 7.6 141 5.2 14

45 宮 崎 県 2.5 45 - - 8.1 9 1.1 46 0.3 47 1,435 7.2 126 4.8 19

46 鹿 児 島 県 3.5 23 1 7.4 8.2 6 2.6 4 1.1 10 2,554 8.6 188 5.1 16

47 沖 縄 県 3.8 12 - - 11.3 1 2.5 6 1.4 4 2,346 7.6 232 5.8 9

全  国 3.5 33 3.4 7.6 1.9 0.9 164,621 6.4 14,128 4.8

注：１）周産期死亡率、妊産婦死亡率、出生率、乳児死亡率、新生児死亡率は人口動態統計による。

　 周産期死亡率＝     妊娠満22週以後の死産数＋早期新生児死亡数

　　　出生数＋妊娠満22週以後の死産数

２）人工妊娠中絶件数及び実施率は保健・衛生行政業務報告（衛生行政報告例）による。

(人口千対) (出生千対) (出生千対) (女性人口千対)
平成29年 平成29年 平成29年 平成29年 平成29年 平成29年

都道府県別の主な母子保健指標等（平成29年度）

都道府県

周産期死亡率 妊産婦死亡率 出生率 乳児死亡率 新生児死亡率 人工妊娠中絶件数及び実施率
(出産千対) (出産十万対)
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○妊婦健康診査の公費負担の状況について（平成２８年４月１日現在） 

   

受診券方式で公費負担している１，４４９市区町村のうち、「妊婦に対する健  

  康診査についての望ましい基準」において行うものとしている検査項目に係る公 

  費負担の状況 

                             ＜市区町村数＞  

    検査項目（推奨レベルＡ・Ｂ・Ｃ・記載なし（注））   

    を全て実施                  １，０８８（ ７５．１％） 

    検査項目（推奨レベルＡ・Ｂ・Ｃ）を全て実施   １，３２２（ ９１．２％） 

    検査項目（推奨レベルＡ・Ｂ）を全て実施     １，４４９（１００．０％） 

    検査項目（推奨レベルＡ）を全て実施         １，４４９（１００．０％） 

 
  ※「推奨レベル｣とは、｢産婦人科診療ガイドライン－産科編 2014｣における推奨レベルをいう 

    Ａ：（実施すること等が）強く勧められる 

    Ｂ：（実施すること等が）勧められる 

    Ｃ：（実施すること等が）考慮される（考慮の対象となるが、必ずしも実施が勧められて 

       いるわけではない） 
  （注）「記載なし」とは、推奨されているが検査内容や回数が複数にわたるため、当該検査項目全 

体の推奨レベルが記載されていないもの。血糖検査、血算検査、超音波検査が該当する。 

 

   [検査項目別の市町村における公費負担の実施状況]  

検査項目 推奨レベル 市区町村数 

○①～⑨の血液検査を全て実施      －    １，２２６（ ８４．６％） 

 ①血液型等の検査      Ａ         １，４４９（１００．０％） 

 ②Ｂ型肝炎抗原検査      Ａ         １，４４９（１００．０％） 

 ③Ｃ型肝炎抗体検査      Ａ         １，４４９（１００．０％） 

 ④ＨＩＶ抗体検査      Ａ         １，４４９（１００．０％） 

 ⑤梅毒血清反応検査      Ａ         １，４４９（１００．０％） 

 ⑥風疹ウイルス抗体検査      Ａ         １，４４９（１００．０％） 

 ⑦血糖検査（２回） 記載なし（※1）    １，３２９（ ９１．７％） 
時 

期 

 

妊娠初期（１回） 

妊娠２４～３５週（１回） 

時期を定めていない 

－ 

－ 

－ 

   １，３６８（ ９４．４％） 

   １，３１６（ ９０．８％） 

         ６３（  ４．３％） 

 ⑧血算検査（３回） 記載なし（※2）    １，３２１（ ９１．２％） 

 妊娠初期（１回） －    １，４２８（ ９８．６％） 
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時 

期 

 

妊娠２４～３５週（１回） 

妊娠３６週～出産（１回） 

時期を定めていない  

－ 

－ 

－ 

   １，３７７（ ９５．０％） 

   １，２９６（ ８９．４％） 

         ５４（  ３．７％） 

 ⑨ＨＴＬＶ－１抗体検査      Ａ    １，４４９（１００．０％） 

 ⑩子宮頸がん検診      Ｃ         １，３２２（ ９１．２％） 

 ⑪超音波検査(４回) 記載なし（※3）    １，２２０（ ８４．２％） 

 
時 

期 

 

妊娠初期～２３週（２回） 

妊娠２４週～３５週（１回） 

妊娠３６週～出産（１回） 

時期を定めていない 

－ 

－ 

－ 

－ 

   １，１９４（ ８２．４％） 

   １，２７２（ ８７．８％） 

   １，１６３（ ８０．３％） 

       ２０５（ １４．１％） 

 ⑫性器クラミジア検査      Ｂ         １，４４９（１００．０％） 

 ⑬Ｂ群溶血性レンサ球菌検査      Ｂ         １，４４９（１００．０％） 

 
  ［「産婦人科診療ガイドライン－産科編 2014」における推奨レベル］ 

  ※1 血糖検査・・・・随時血糖：妊娠初期（推奨レベルＢ）、24 週～28 週（推奨レベルＢ）＊ 

            50gＧＣＴ：24 週～28 週（推奨レベル記載なし）＊ 

            ＊いずれか一方で可 
  ※2 血算検査・・・・妊娠初期（推奨レベルＡ）、30 週（推奨レベル記載なし）、37 週（推奨レベ 

ル記載なし） 

  ※3 超音波検査・・・妊娠確認・予定日決定：第一三半期（推奨レベルＢ） 

            子宮頸管長：20～24 週頃（推奨レベルＣ） 

            胎児発育：20 週頃（推奨レベル記載なし）、30 週頃（推奨レベルＢ）、37 週 

頃（推奨レベル記載なし） 

            胎盤位置・羊水量：20 週頃（推奨レベル記載なし）、30 週頃（推奨レベルＢ）、 

胎位：20 週頃（推奨レベル記載なし）、30 週頃（推奨レベル記載なし）、 

   37 週頃（推奨レベル記載なし） 
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「
授
乳
・
離
乳
の
支
援
ガ
イ
ド
」
改
定
に
関
す
る
研
究
会

１
目
的

「
授
乳
・
離
乳
の
支
援
ガ
イ
ド
」
に
つ
い
て
は
、
妊
産
婦
や
子
ど
も
に
関
わ
る
保
健
医
療
従
事
者
が
基
本
的
事
項
を
共
有
化
し
、

支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
健
医
療
従
事
者
向
け
に
平
成
１
９
年
３
月
に
作
成
さ
れ
、
自
治
体
や
医
療
機
関
等

で
活
用
さ
れ
て
き
た
。

今
般
、
本
ガ
イ
ド
の
策
定
か
ら
約
1
0
年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
最
新
の
知
見
や
、
授
乳
・
離
乳
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
等
の

変
化
を
踏
ま
え
、
本
ガ
イ
ド
の
内
容
を
検
証
し
、
改
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
識
経
験
者
等
の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
家

庭
局
母
子
保
健
課
長
の
下
に
、
本
研
究
会
を
開
催
す
る
も
の
と
す
る
。

２
構
成
員

（
順
不
同
。
○
：
座
長
）

五
十
嵐

隆
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

井
村

真
澄

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
大
学
院
国
際
保
健
助
産
学
専
攻

教
授

川
口

明
子

埼
玉
県
川
口
市
保
健
所
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
主
査

楠
田

聡
杏
林
大
学
医
学
部
客
員
教
授

清
水

俊
明

順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授

鈴
木

俊
治

葛
飾
赤
十
字
産
院
副
院
長

田
村

文
誉

日
本
歯
科
大
学
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
教
授

堤
ち
は
る

相
模
女
子
大
学
栄
養
科
学
部
教
授

仲
村

教
子

株
式
会
社
風
讃
社
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
編
集
部
編
集
長

成
田

雅
美

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

平
川

俊
夫

公
益
社
団
法
人
日
本
医
師
会
常
任
理
事

吉
池

信
男

青
森
県
立
保
健
大
学
健
康
科
学
部
教
授

○ ２
開
催
状
況

第
１
回

平
成
３
０
年
１
１
月

９
日
（
金
）

第
２
回

平
成
３
０
年
１
２
月
２
７
日
（
木
）

第
３
回

平
成
３
１
年

３
月

８
日
（
金
）

※
予
定
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医
務
技
監
【
副
本
部
長
兼
事
務
局
長
】

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・

審
査
支
払
機
関
改
革

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

グ
ル
ー
プ

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
推
進
本
部
の
体
制

①
保
健
医
療
記
録
共
有

②
救
急
時
医
療
情
報
共
有

③
Ｐ
Ｈ
Ｒ
・
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ

④
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
分
析

⑤
乳
幼
児
期
・
学
童
期
の
健
康
情
報

⑥
科
学
的
介
護
デ
ー
タ
提
供

⑦
が
ん
ゲ
ノ
ム

⑧
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ）

⑨
審
査
支
払
機
関
改
革

【
本
部
員
】本
部
体
制

事
務
局
体
制

厚
生
労
働
事
務
次
官
【
本
部
長
代
行
】

医
政
局
長

健
康
局
長

医
薬
・
生
活
衛
生
局
長

労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
長

子
ど
も
家
庭
局
長

社
会
・
援
護
局
長

社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
長

老
健
局
長

保
険
局
長

政
策
統
括
官
（
総
合
政
策
担
当
）

政
策
統
括
官
（
統
計
・
情
報
政
策
担
当
）

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官

赤
塚
俊
昭
（
元
デ
ン
ソ
ー
健
康
保
険
組
合
常
務
理
事
）

小
野
崎
耕
平
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
医
療
政
策
機
構
理
事
）

◎
葛
西
重
雄
（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
Ｃ
ＩＯ
補
佐
官
、

株
式
会
社
ト
リ
エ
ス
代
表
取
締
役
）

川
上
浩
司
（
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
）

高
倉
弘
喜
（
国
立
情
報
学
研
究
所
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
科
学
研
究
系
教
授
）

田
宮
菜
奈
子
（
筑
波
大
学
医
学
医
療
系
教
授
）

松
尾
豊
（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
特
任
准
教
授
）

宮
田
裕
章
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
医
療
政
策
・
管
理
学
教
授
）

宮
野
悟
（
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
セ
ン
タ
ー
長
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
担
当
審
議
官
＋
関
係
課
室
長
）

審
議
官
（危
機
管
理
、
科
学
技
術
・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

国
際
調
整
、
が
ん
対
策
担
当
）

審
議
官
（
医
政
、
精
神
保
健
医
療
、

災
害
対
策
担
当
）

審
議
官
（
健
康
、
生
活
衛
生
、

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
担
当
）

審
議
官
（
医
薬
担
当
）

内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（子
ど
も
家
庭
局
併
任
）

審
議
官
（
福
祉
連
携
、
社
会
、
障
害
保
健
福
祉
、

児
童
福
祉
担
当
）

審
議
官
（
老
健
担
当
）

審
議
官
（
医
療
保
険
担
当
）

幹
事
会

（
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
構
成
）

審
議
官
（
医
療
介
護
連
携
担
当
）

【
事
務
局
長
代
行
】

医
務
技
監
【
副
本
部
長
兼
事
務
局
長
】

厚
生
労
働
大
臣
【
本
部
長
】

改
革
の
実
施

に
向
け
た

助
言
・
指
導

厚
生
労
働
省
顧
問
【
本
部
顧
問
】
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デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
時
代
の
母
子
保
健
情
報
の
利
活
用
に
関
す
る
検
討
会

中
間
報
告
書
（
概
要
）

【
経

緯
】

○
2
0
1
8
年

１
月

に
厚

生
労

働
省

「
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
改

革
推

進
本

部
」

の
も

と
に

、
新

た
に

「
乳

幼
児

期
・

学
童

期
の

健
康

情
報

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

が
設

置
さ

れ
、

乳
幼

児
期

、
学

童
期

を
通

じ
た

健
康

情
報

の
利

活
用

等
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
こ

と
と

な
っ

た
。

○
こ

れ
を

受
け

、
同

年
４

月
に

子
ど

も
家

庭
局

長
の

下
に

「
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
時

代
の

母
子

保
健

情
報

の
利

活
用

に
関

す
る

検
討

会
」

を
設

置
し

、
乳

幼
児

健
診

及
び

妊
婦

健
診

の
健

診
情

報
の

電
子

的
記

録
様

式
の

標
準

化
及

び
電

子
化

に
関

す
る

検
討

を
行

っ
た

。

【
中
間
報
告
書
の
主
な
内
容
】

１
．
電
子
的
に
記
録
・
管
理
す
る
情
報

○
乳

幼
児

健
診

（
３

～
４

か
月

、
１

歳
半

、
３

歳
）

及
び

妊
婦

健
診

の
健

診
情

報
に

か
か

る
「
標
準
的
な
電
子
的
記
録
様
式
」

及
び
「
最
低
限
電
子
化
す
べ
き
情
報
」

を
検

討
。

標
準
的
な
電
子
的
記
録
様
式

乳
幼

児
健

診
・

妊
婦

健
診

で
把

握
さ

れ
る

情
報

概
要

例

標
準
的
な
電
子

的
記
録
様
式

本
人

又
は

保
護

者
が

自
己

の
健

康
管

理
の

た
め

に
閲

覧
す

る
情

報
で

、
市

町
村

が
電

子
化

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
情

報
。

・
疾

病
及

び
異

常
の

診
察

所
見

・
新

生
児

聴
覚

検
査

に
関

す
る

情
報

・
風

疹
抗

体
検

査
に

関
す

る
情

報

最
低
限
電
子
化

す
べ
き
情
報

※
妊

婦
健

診
は

対
象

外

転
居

や
進

学
の

際
に

、
他

の
市

町
村

や
学

校
に

引
き

継
が

れ
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

、
市

町
村

が
必

ず
電

子
化

す
る

情
報

。

・
各

健
診

時
に

お
け

る
受

診
の

有
無

・
診

察
所

見
の

判
定

に
関

す
る

情
報

２
．
電
子
的
記
録
の
利
活
用
に
つ
い
て

３
．
今
後
の
検
討
事
項

○
引

き
続

き
検

討
が

必
要

と
さ

れ
た

主
な

課
題

。
・

電
子

的
記

録
の

保
存

年
限

・
電

子
的

記
録

の
保

存
形

式
の

標
準

化
・

デ
ー

タ
化

す
る

項
目

の
定

義
や

健
診

の
質

の
標

準
化

・
学

校
健

診
情

報
と

の
連

携
に

つ
い

て
・

任
意

の
予

防
接

種
情

報
の

把
握

に
つ

い
て

・
市

町
村

に
お

け
る

母
子

保
健

分
野

の
情

報
の

活
用

の
在

り
方

に
つ

い
て

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
と

し
て

の
利

用
に

つ
い

て
・

個
人

単
位

化
さ

れ
る

被
保

険
者

番
号

の
活

用
に

か
か

る
検

討
も

踏
ま

え
た

医
療

等
分

野
に

お
け

る
情

報
と

の
連

携
に

つ
い

て
な

ど

マ
イ

ナ
ポ

ー
タ

ル
で

の
閲

覧
市

町
村

間
で

の
情

報
連

携

○
生

涯
を

通
じ

た
Ｐ

Ｈ
Ｒ

制
度

構
築

の
観

点
か

ら
、

医
療

機
関

等
に

お
い

て
は

、
健

診
情

報
等

を
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
に

よ
り

管
理

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
な

い
こ

と
も

踏
ま

え
、

医
療

情
報

も
含

め
た

個
人

の
健

康
情

報
を

同
一

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

閲
覧

す
る

方
法

等
に

つ
い

て
今

後
検

討
が

必
要

。
○

現
状

、
学

校
そ

の
も

の
は

、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
に

お
い

て
番

号
利

用
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

行
政

機
関

、
地

方
公

共
団

体
等

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
な

い
た

め
、

学
校

健
診

情
報

と
母

子
保

健
情

報
の

連
携

に
当

た
っ

て
は

検
討

が
必

要
。

○
市

町
村

が
精

密
健

康
診

査
対

象
者

の
精

密
健

康
診

査
結

果
を

確
認

す
る

際
に

、
医

療
機

関
か

ら
返

却
さ

れ
る

精
密

健
康

診
査

結
果

を
効

率
的

に
照

合
す

る
等

の
活

用
を

進
め

る
こ

と
を

念
頭

に
、

被
保

険
者

番
号

も
把

握
す

る
方

向
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
管
理
」
「
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
識
別
子
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

（
背

景
）

・
健

診
の

実
施

主
体

た
る

市
町

村
に

お
い

て
情

報
が

保
有

・
管

理
さ

れ
て

い
る

・
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
に

係
る

情
報

イ
ン

フ
ラ

が
全

国
的

に
整

備
さ

れ
て

い
る

乳
幼
児
期
・
学
童
期
の
健
康
情
報
の
一
元
的
活
用
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
む
。

（
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
平

成
3
0
年

６
月

1
5
日

閣
議

決
定

）
乳
幼
児
期
・
学
童
期
の
健
康
情
報
の
一
元
的
活
用
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
む
。

（
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
平

成
3
0
年

６
月

1
5
日

閣
議

決
定

）
政
府

方
針

Ｐ
Ｈ

Ｒ
（

P
e
rs

o
n
a
l 
H

e
a
lt
h
 R

e
co

rd
）

に
つ

い
て

、
平

成
3
2
年

度
よ

り
、

マ
イ

ナ
ポ

ー
タ

ル
を

通
じ

て
本

人
等

へ
の

デ
ー

タ
の

本
格

的
な

提
供

を
目

指
す

。
そ

の
た

め
、

予
防

接
種

（
平

成
2
9
年

度
提

供
開

始
）

に
加

え
て

、
平
成
3
2
年
度
か
ら
特
定
健
診
、
乳
幼
児
健
診
等
の
健
診
デ
ー
タ
の
提
供
を
開
始
す
る
こ
と
を
目
指
す

。
（

未
来

投
資

戦
略

2
0
1
8

平
成

3
0
年

６
月

1
5
日

閣
議

決
定

）

Ｐ
Ｈ

Ｒ
（

P
e
rs

o
n
a
l 
H

e
a
lt
h
 R

e
co

rd
）

に
つ

い
て

、
平

成
3
2
年

度
よ

り
、

マ
イ

ナ
ポ

ー
タ

ル
を

通
じ

て
本

人
等

へ
の

デ
ー

タ
の

本
格

的
な

提
供

を
目

指
す

。
そ

の
た

め
、

予
防

接
種

（
平

成
2
9
年

度
提

供
開

始
）

に
加

え
て

、
平
成
3
2
年
度
か
ら
特
定
健
診
、
乳
幼
児
健
診
等
の
健
診
デ
ー
タ
の
提
供
を
開
始
す
る
こ
と
を
目
指
す

。
（

未
来

投
資

戦
略

2
0
1
8

平
成

3
0
年

６
月

1
5
日

閣
議

決
定

）
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乳
幼
児
健
診

基
本
情
報

３
～
４
か
月
児
健
診

１
歳
６
か
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

＜
妊
娠
及
び
分
娩
歴
＞

・
妊
娠
中
の
特
記
事
項

・
妊
娠
高
血
圧
症
候
群

・
尿
蛋
白

・
尿
糖

・
高
血
圧
／
浮
腫

・
貧
血

・
糖
尿
病

・
多
胎
妊
娠

・
分
娩
時
の
特
記
事
項

・
帝
王
切
開
術

・
骨
盤
位

・
在
胎
週
数

・
出
生
時
の
特
記
事
項

・
新
生
児
期
の
特
記
事
項

・
栄
養
方
法

・
先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査

・
新
生
児
聴
覚
検
査

・
初
回
検
査

・
再
検
結
果

・
精
密
検
査

＜
発
達
＞

・
笑
う

・
追
視

・
定
頸

・
人
の
声
の
す
る
方
に
向
く

・
お
も
ち
ゃ
を
つ
か
む

・
お
座
り

・
発
語

・
ひ
と
り
歩
き

・
二
語
文

各
共
通
項
目

各
共
通
項
目

妊
婦
健
診

〇
各
回
の
妊
婦
健
康
診
査
に
お
い
て
実

施
す
る
事
項

・
診
察
月
日

・
妊
娠
週
数

・
体
重

・
妊
娠
前
の
体
重

・
最
終
健
診
時
体
重
・
身
長

・
妊
娠
高
血
圧
症
候
群

・
妊
娠
糖
尿
病

〇
必
要
に
応
じ
た
医
学
的
検
査
の
結
果

・
血
液
型
等
の
検
査

・
A
B
O
血
液
型

・
R
h
血
液
型

・
不
規
則
抗
体

・
B
型
肝
炎
抗
原
検
査

・
C
型
肝
炎
抗
体
検
査

・
風
疹
抗
体

・
血
算
検
査

・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

・
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト

・
血
小
板

・
H
T
LV
-1
抗
体
検
査

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

〇
妊
娠
中
と
産
後
の
歯
の
状
態

・
初
回
診
査

・
妊
娠
（
週
数
）

・
要
治
療
の
む
し
歯

・
（
あ
り
の
場
合
の
本
数
）

・
歯
石

・
歯
肉
の
炎
症

〇
出
産
の
状
態

・
妊
娠
期
間

・
娩
出
日
時

・
分
娩
経
過

・
分
娩
方
法

・
分
娩
所
要
時
間

・
出
血
量

・
出
血
量

・
輸
血
（
血
液
製
剤
を
含
む
）
の
有
無

〇
出
産
時
の
児
の
状
態

・
性
別

・
数

・
体
重

・
身
長

・
判
定

・
身
体
的
発
育
状
況

・
精
神
発
達

・
運
動
機
能

・
神
経
系
・
感
覚
器
系

・
血
液
系

・
皮
膚

・
循
環
器
系

・
呼
吸
器
系

・
消
化
器
系

・
泌
尿
生
殖
器
系

・
先
天
性
の
身
体
的
特
徴

診
察
所
見

診
察
所
見

・
判
定

・
む
し
歯
の
状
態

・
未
処
置
の
む
し
歯

・
処
置
済
の
む
し
歯

・
歯
肉
・
粘
膜

・
か
み
合
わ
せ

歯
科
所
見

歯
科
所
見

・
栄
養

育
児
環
境
等

育
児
環
境
等

・
健
診
受
診
日

・
健
診
受
診
時
月
齢

・
身
長

・
体
重

・
胸
囲

・
頭
囲

・
（
健
康
診
査
依
頼
）
日
付

・
（
精
密
検
査
受
診
）
日
付

・
所
見
又
は
今
後
の
処
置

精
密
健
康
診
査

精
密
健
康
診
査

※
赤
字
は
市
町
村
が
必
ず
電
子
化
す
る
項
目

（
最
低
限
電
子
化
す
べ
き
項
目
）

（
出
生
時
の
身
体
計
測
値
含
む
）

・
母
乳

・
離
乳

・
栄
養
法

・
熱
性
け
い
れ
ん

＜
眼
科
所
見
＞

・
判
定

・
視
力
（
両
目
・
右
眼
・
左
眼
）

・
眼
位
異
常

＜
耳
鼻
咽
喉
科
所
見
＞

・
判
定

・
聴
力
（
難
聴
）
（
右
・
左
）

＜
検
尿
＞

・
蛋
白

・
糖

・
潜
血

・
熱
性
け
い
れ
ん

・
視
覚

・
聴
覚

・
け
い
れ
ん

・
股
関
節

・
股
関
節
開
排
制
限

・
斜
頸

・
代
謝
系
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デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

時
代

の
母

子
保

健
情

報
の

利
活

用
に

係
る

情
報

シ
ス

テ
ム

改
修

事
業

（
案

）

母
子
保
健
情
報
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
乳
幼
児
健
診
の
受
診

の
有
無
等
の
電
子
化
し
た
情
報
に
つ
い
て
、
転
居
時
に
市
町
村
間
で
引

き
継
が
れ
る
仕
組
み
や
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
、
子
ど
も
時
代

に
受
け
る
健
診
、
妊
婦
健
診
、
予
防
接
種
等
の
個
人
の
健
康
情
報
歴
を

一
元
的
に
確
認
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

妊
婦
健
診
や
乳
幼
児
健
診
で
実
施
す
る
項
目
の
う
ち
、
標
準
的
な
電

子
的
記
録
様
式
と
し
て
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
、
中
間
サ
ー
バ
ー
へ
の

副
本
登
録
に
か
か
る
経
費
（
デ
ー
タ
標
準
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
版
に
伴
う

市
町
村
の
シ
ス
テ
ム
改
修
等
）
に
つ
い
て
補
助
す
る
。

市
町
村

２
/３

定
期
予
防

接
種
情
報

市
町
村
が
保
有
す
る
健
康
情
報

※
一
部
は
医
療
機
関
か
らの
報
告
に
より
把
握

妊
婦
健
診

情
報 マ
イナ
ポ
ー
タル
に
よ
る
閲
覧

転
居

転
居
時
に
引
き
継
ぐ

乳
幼
児
健
診
情
報

電
子
化

Ａ
市

Ｂ
市

・受
診
の
有
無
等

事
業
目
的

事
業
内
容

実
施
主
体

補
助
率

ス
ケ
ジ
ュー
ル
（
予
定
）

20
19
年
4月
頃
デ
ー
タ
標
準
レ
イ
ア
ウ
ト
（
β
版
）
デ
ジ
タ
ル
PM
O
公
開

20
19
年
7月
頃
デ
ー
タ
標
準
レ
イ
ア
ウ
ト
（
最
終
版
）
デ
ジ
タ
ル
PM
O
公
開

順
次
、
自
治
体
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
の
改
修

20
20
年
6月
～
運
用
開
始

標
準
的
な
電
子
的
記
録
様
式

最
低
限
電
子
化

す
べ
き
情
報「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
時
代
の
母
子
保
健
情
報
の
利
活
用
に
関
す
る
検
討
会
」

中
間
報
告
書
に
基
づ
く
イ
メ
ー
ジ

（
平

成
30
年

度
）

（
平

成
31
年

度
予

算
案
）

ー
百

万
円

→
１

，
２

５
１
百

万
円
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 雇児母発０３１３第１号  

平成２５年３月１３日 

 

  都道府県 

各 指定都市 母子保健主管部（局）長 殿 

中 核 市 

 

 

              厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長        

 

 

「母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検査」の指針等について（周知依頼） 

 

 

 

 「母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検査」（以下「新出生前遺伝学的検査」という。）につきま

しては、去る3月9日に、日本産科婦人科学会が「『母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検査』指針」

（以下「学会指針」という。）を決定し公表いたしました。また併せて、日本医学会、日本産科婦人科

学会、日本人類遺伝学会、日本医師会、日本産婦人科医会の関係５団体が、新出生前遺伝学的検査につ

いての共同声明を発表しました。 

 学会指針及び共同声明の内容は別添のとおりですが、新出生前遺伝学的検査についての厚生労働省の

見解は下記のとおりですので、本通知、学会指針（別紙１）及び共同声明（別紙２）について、その内

容を御了知いただくとともに、貴都道府県・市の医療主管部（局）、衛生主管部（局）等の関係部署及

び管内の市区町村、並びに必要に応じて管内の医療機関等の関係機関に対して、幅広く情報提供してい

ただくよう、よろしくお願いいたします。 

なお、別途、別紙３の関係機関に対して、各会の会員等に対する周知並びに学会指針及び共同声明の

遵守を依頼していることを申し添えます。 

 

 

記 

 

 
１． 新出生前遺伝学的検査等に関する厚生労働省の基本的考え方 

○ 一般的に医学的検査は、必要な患者に対し、診察から検査、診断、治療に至るまでの医師が行う診

療行為の一環としてなされるべきものである。 

 

○ 特に、新出生前遺伝学的検査については、その高度な専門性と結果から導き出される社会的影響を

考慮すると、検査前後における専門家による十分な遺伝カウンセリングにより、検査を受ける妊婦

やその家族等に検査の意義や限界などについて正確に理解していただくことが必要である。 
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○ 検査対象者については、新出生前遺伝学的検査の特性を踏まえ、超音波検査等で胎児が染色体数異

常を有する可能性が示唆された者や染色体数的異常を有する児を妊娠した既往のある者、高齢妊娠

の者等、一定の要件を定めることが必要である。 

 

○ そのためには、学会関係者に限らず、検査に関わる全ての学術団体、医学研究機関、医療機関、臨

床検査会社、遺伝子解析施設、遺伝子解析の仲介会社、健康関連企業等の皆様にも、学会指針を尊

重して御対応いただくことが必要と考えている。 

 

※別紙２・別紙３については省略 
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妊
産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル

～
産
後
ケ
ア
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
向
け
て
～

目
次

は
じ
め
に

Ⅰ
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

Ⅱ
妊
産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要
性

Ⅲ
妊
産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
基
礎
知
識

Ⅳ
妊
産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
際

Ⅴ
妊
産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
お
け
る

多
領
域
協
働
チ
ー
ム
の
意
義
と
実
際

資
料
集

平
成
2
8
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
調
査
研
究
事
業
「
産
前
・
産
後
の
支
援
の
あ
り
方

に
関
す
る
調
査
研
究
」
（
（
公
社
）
日
本
産
婦
人
科
医
会
）
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００

＜
背
景
＞
●
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
平
均
睡
眠
時
間
は
1
7
カ
国
で
比
較
し
た
調
査
で
最
も
短
い
（1
1
.6
時
間
）
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
トフ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
が
広
く
普
及
す
る
中
で
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
様
相
も
変
化
。

●
子
ど
も
の
睡
眠
の
問
題
は
、
将
来
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

未
就

学
児

の
睡

眠
指

針
未
就
学
児
の
睡
眠
指
針

検
索

３
．

保
護

者
の

情
報

通
信

機
器

使
用

４
．

光
と

情
報

通
信

機
器

使
用

子
ど
も
の
よ
り
良
い
睡
眠
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

１
．

安
全

な
睡

眠
環

境
新

生
児

期
～

乳
児

期
は

身
体

の
い

ろ
い

ろ
な

機
能

が
未

熟
で

発
達

し
て

い
く
過

程
で

す
．

安
全

な
睡

眠
環

境
を

確
保

し
ま

し
ょ

う
．

２
．

保
護

者
の

睡
眠

習
慣

保
護

者
の

睡
眠

習
慣

が
子

ど
も

の
睡

眠
習

慣
に

影
響

し
ま

す
．

特
に

子
ど

も
と

同
じ

部
屋

で
寝

て
い

る
場

合
は

注
意

し
ま

し
ょ

う
．

３
．

保
護

者
の

情
報

通
信

機
器

使
用

保
護

者
の

情
報

通
信

機
器

使
用

は
子

ど
も

の
使

用
に

つ
な

が
り

，
睡

眠
に

も
影

響
し

ま
す

．
ま

ず
保

護
者

自
身

の
情

報
通

信
機

器
の

使
用

状
況

を
チ

ェ
ッ

ク
し

ま
し

ょ
う

．

４
．

光
と

情
報

通
信

機
器

使
用

光
は

睡
眠

と
覚

醒
の

リ
ズ

ム
に

影
響

を
及

ぼ
し

ま
す

．
寝

床
に

つ
く
前

は
，

明
る

い
光

を
浴

び
な

い
よ

う
注

意
し

ま
し

ょ
う

．

５
．

子
ど

も
の

情
報

通
信

機
器

使
用

と
睡

眠
未

就
学

児
の

期
間

に
，

情
報

通
信

機
器

使
用

の
状

況
は

大
き

く
変

化
し

ま
す

．
機

器
の

使
用

を
開

始
す

る
年

齢
や

子
ど

も
の

生
活

の
中

で
の

位
置

づ
け

を
考

え
ま

し
ょ

う
．

６
．

午
睡

（
昼

寝
）
と

夜
間

の
睡

眠
午

睡
は

年
齢

と
と

も
に

そ
の

必
要

度
が

低
下

し
ま

す
．

必
要

以
上

に
長

い
午

睡
は

，
夜

の
睡

眠
を

妨
げ

る
の

で
注

意
が

必
要

で
す

．

７
．

就
学

が
近

づ
い

た
時

期
の

睡
眠

小
学

生
に

な
る

と
生

活
習

慣
も

変
化

し
ま

す
．

就
学

が
近

づ
い

た
ら

，
学

校
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
あ

わ
せ

て
調

整
し

て
い

き
ま

し
ょ

う
．

８
．

睡
眠

の
病

気
子

ど
も

の
睡

眠
中

の
異

常
は

，
睡

眠
の

病
気

（
睡

眠
障

害
）
の

可
能

性
も

あ
り

ま
す

．
気

に
な

る
症

状
が

あ
れ

ば
，

か
か

り
つ

け
医

や
必

要
に

応
じ

て
専

門
家

に
相

談
し

ま
し

ょ
う

．

（
平

成
30

年
3月

作
成

）

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
「
未
就
学
児
の
睡
眠
・情
報
通
信
機
器
使
用
の
実
態
と
早
期
介
入
に
関
す
る
研
究
」

（
研
究
代
表
者
：岡
靖
哲
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
睡
眠
医
療
セ
ン
タ
ー
）
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乳
幼

児
健

康
診

査
身

体
診

察
マ

ニ
ュ

ア
ル

乳
幼

児
健

康
診

査
事

業
実

践
ガ

イ
ド

平
成

29
年

度
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

推
進

調
査

研
究

事
業

「
乳

幼
児

健
康

診
査

の
た

め
「
保

健
指

導
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
仮

称
）
」
及

び
「
身

体
診

察
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
仮

称
）
」
作

成
に

関
す

る
調

査
研

究
（
国

立
研

究
開

発
法

人
国

立
成

育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

）
」

目
次

第
1章

総
説

第
2章

乳
幼

児
健

康
診

査
第

3章
1歳

6か
月

児
健

康
診

査
第

4章
3歳

児
健

康
診

査
第

5章
養

育
者

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

目
次

第
1章

総
論

第
2章

標
準

的
な

保
健

指
導

の
基

礎
第

3章
乳

幼
児

健
診

に
お

け
る

情
報

共
有

と
情

報
活

用
第

4章
乳

幼
児

健
診

の
評

価
の

実
践

第
5章

他
職

種
間

で
共

通
に

理
解

す
べ

き
情

報
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